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1 使用上の注意
機器機能やパラ メ ータの入力方法の説明を見つけるには、 さ まざまな方法があ り ます。

1.1 目次を使用し て、 機能の説明箇所を見つける

機能グループ （例えば、 基本設定、 安全設定など） で分類された目次には、 すべての機能が一
覧で示されています。 対応するページを参照し て、 機能の詳細な説明を見つける こ と ができ ま
す。

目次は→ 3 ページにあ り ます。

1.2 機能メ ニュー図を使用し て、 機能の説明箇所を見つける

機能 メ ニュー図は、 上位レベルから、 機能グループ、 必要とする機能説明そのものまで、 順を
追ってガイ ド し ます。

この表には、 使用でき る機能グループ と機器機能がすべて一覧で示されています （→ 12 ペー
ジ）。 必要な機能グループまたは機能を選択し ます。 対応するページを参照し て、 必要な機能グ
ループまたは機能の詳細な説明を見つける こ と ができ ます。

1.3 機能メ ニューのイ ンデ ッ クスを使用し て、 機能の説明箇所を見
つける

機能 メ ニュー内での位置を簡単に確認するために、 デ ィ スプレ イには、 機能ご と に位置が表示
されます。 機能 メ ニューイ ンデッ ク スの対応するページを参照し て、 各機能を見つける こ と が
でき ます （→ 81 ページ）。 こ のイ ンデッ ク スには、 すべての機能名が番号順に一覧で示されて
います。

! 注意 !

パラ メ ータのデフ ォル ト 値は、 太字で記載されています。
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1.4 操作メ ニューの構成

操作 メ ニューは、 2 つのレベルで構成されています ：

• 機能グループ（00、01、03、～、0C、0D)： 

本器の操作は、 さ まざまな機能グループに大き く 分け られています。 
利用可能な機能グループには、 例えば、 以下の機能が含まれています ：  
"" ｷﾎﾝｾｯﾃｲ "；基本設定 "、 "" ｱﾝｾﾞﾝｾｯﾃｲ "；安全設定 "、 "" ｼｭﾂﾘｮｸ "；出力 "、 
"" ﾋｮｳｼﾞﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ "；表示ディスプレイ "、 など。

• 各機能（001、002、003、～、0D8、0D9)： 

各機能グループは、 1 つまたは複数の機能で構成されています。 これらの機能で、 本機器の実
際の操作またはパラ メ ータ設定を行います。 こ こ で、 数値の入力、 パラ メ ータの機器選択、
保存を行 う こ と ができ ます。 
例えば、 "" ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ "；基本設定（00）" 機能グループには、 "" ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ "；タンク形状（002）"、
"" ｿｸﾃｲﾌﾞﾂ ﾄｸｾｲ "；測定物特性（003）"、 "" ﾌﾟﾛｾｽ ｺﾝﾃﾞｼｮﾝ "；プロセスコンデション（004）"、 
"" ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ "；空調整（005）" などが含まれています。

例えば本機器の設定を変更する場合、 以下の手順を行います ：

1. "" ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ "；基本設定（00）" 機能グループを選択し ます。
2. "" ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ "；タンク形状（002）" 機能を選択し ます （こ こ で、 既設のタ ン ク形状を選択

し ます）。

1.4.1 機能の識別

機能 メ ニュー内での位置を簡単に確認するために （→ 12 ページ）、 デ ィ スプレ イには、 機能ご
と に機能グループ ・ 機能が表示されます。

最初の 2 桁は、 機能グループを識別し ます ：

3 桁目は、 機能グループ内の個別の機能の番号にな り ます ：

本書では、 個別の機能の番号を、 機能名の後ろに括弧で示し ます （例えば " ﾀﾝｸｹｲｼﾞｮｳ "； 
タンク形状（002））。

• " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ "；基本設定 00

• " ｱﾝｾﾞﾝ ｾｯﾃｲ "；安全設定 01

• " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ "； 

リニアライゼーション

04

…

• " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ "；基本設定 00  • " ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ "；タンク形状 002

• " ｿｸﾃｲﾌﾞﾂ ﾄｸｾｲ "；測定物特性 003

• " ﾌﾟﾛｾｽ ｺﾝﾃﾞｼｮﾝ "； 

プロセスコンデション

004

…
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1.5 デ ィ スプレ イ と操作キー

! 注意 !

危険場所であって も、 本安のためデ ィ スプレ イ を操作するために電子部品区画のカバーを取 り
外すこ と ができ ます。

1.5.1 デ ィ スプレ イ

液晶ディスプレイ（LCD）：

表示は 4 行 （各行 20 文字） です。 キーの組み合わせによ って、 デ ィ スプレ イのコ ン ト ラ ス ト を
調整する こ と ができ ます。

ENDRESS + HAUSER

E+–

����� �	


��������������
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1.5.2 シンボル表示

以下の表に、 液晶デ ィ スプレ イに表示される シンボルが記載されています ：

発光ダイオード（LED）：

液晶デ ィ スプレ イの他に、 緑色と赤色の LED があ り ます。

シンボル 意味

 アラームシンボル
本機器がア ラーム状態の と きに、 このア ラームシンボルが表示されます。 シンボルが点滅し て

いる と きは、 警告を示し ています。

 ロックシンボル
本機がロ ッ ク された と き、 すなわち入力不可の場合に、 このロ ッ ク シンボルが表示されます。

 通信シンボル
HART など を経由し たデータの伝送中に、 この通信シンボルが表示されます。

 保税認定校正の異常
本機器がロ ッ ク されていない場合、 または本機器で保税認定校正を保証でき ない場合、 その状

況がこ のシンボルでデ ィ スプレ イに表示されます。

LED 意味

赤色 LED が連続点灯 ア ラーム

赤色 LED が点滅 警告

赤色 LED が消灯 ア ラームな し

緑色 LED が連続点灯 動作中

緑色 LED が点滅 外部機器と 通信中
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1.5.3 操作キーの割り当て

操作キーは、 ハウジングの内部に配置されています。 ハウ ジングのふたを開ける と、 操作こ と
ができ ます。

各キーの機能

封印ロックスイッチ

機器設定を ロ ッ クする封印ロ ッ ク ス イ ッチを使用し て、 電子部品を操作でき ないよ う にする こ
と ができ ます。 保税アプ リ ケーシ ョ ンでは、 この封印ロ ッ ク ス イ ッチを封印する こ と ができ ま
す。

ソフトウェアの信頼性

Micropilot S で使用する ソ フ ト ウ ェ アは保税認定機器要件 OIML R85 を満た し ています。 すなわ
ち下記機能を満た し ています。

• 周期的なデータ整合性試験

• 不揮発性 メ モ リ の使用

• セグ メ ン ト 化されたデータ ス ト レージ機能

レーダ計器 Micropilot S は、 OIML R85 に準拠し た保税測定の精度要件が遵守されているかど う
かを連続的に監視し ます。 この精度が維持されない場合、 現場表示器 とデジタル通信で特定の
ア ラームが生成されます。

キー 意味

O または V 選択 リ ス ト 内を上向きに移動し ます。

機能内の数値を編集し ます。

S または W 選択 リ ス ト 内を下向きに移動し ます。

機能内の数値を編集し ます。

X または Z 機能グループ内を左向きに移動し ます。

F または M 機能グループ内を右向きに移動し、 あ るいは確定し ます。

O と  F
または

S と  F
液晶デ ィ スプレ イ （LCD） のコ ン ト ラ ス ト 設定

O と  S と  F

ハード ウ ェア ロ ッ ク / ロ ッ ク解除 

ハード ウ ェア ロ ッ ク後は、 デ ィ スプレ イ または通信によ る本機器の操作は不可

能と な り ます。 

ハード ウ ェアのロ ッ クは、 デ ィ スプレ イでのみ解除する こ と ができ ます。 

ロ ッ ク解除には、 ロ ッ ク解除パラ メ ーターを入力する必要があ り ます。
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1.5.4 VU331 での操作

1 操作 メ ニューの選択と設定

ENDRESS + HAUSER

E+–
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X

X

S
S

S

S

O

O

O
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F
FF
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"tank shape" 002
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"basic setup" 00
1 "tank shape" 002
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1.6 設定

1.6.1 計測機器の電源投入

本機器を初めて電源投入する と、 デ ィ スプレ イに以下の メ ッ セージが表示されます ：


 5 秒後、 以下の メ ッ セージが表示されます。

 5 秒後、 以下の メ ッ セージが表示されます。

 F キーを押し てから 5 秒後、 以下の メ ッ セージが

表示されます。

言語を選択し ます

（本機器を初めて電源投入する と、 この メ ッ セー

ジが表示されます）。


基本単位を選択し ます

（本機器を初めて電源投入する と、 この メ ッ セー

ジが表示されます）。


現在の測定値が表示されます。

 F キーを押し た後、 グループセレ ク シ ョ ンに進み

ます。

こ のセレ ク シ ョ ンで基本設定を行 う こ と ができ ま

す。

ENDRESS + HAUSER

E+–
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2 機能メ ニュー Micropilot S 

液体での基本設定

機能グループ 機能 説明

" ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ "； 
基本設定

00  " ｿｸﾃｲﾁ " ； 測定値 000  → 15 ページ

（→ 15 ページ） " ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ " ； タ ン ク形状 002  → 15 ページ

 " ｿｸﾃｲﾌﾞﾂ ﾄｸｾｲ " ； 測定物特性 003  → 16 ページ

" ﾌﾟﾛｾｽ ｺﾝﾃﾞｼｮﾝ " ； プロセス コ ンデ

シ ョ ン
004  → 17 ページ

" ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ； 空 （0 %） 調整 005  → 18 ページ

" ﾏﾝﾀﾝ ﾁｮｳｾｲ " ； 満タ ン （スパン） 調

整
006  → 19 ページ

" ｷｮﾘ / ｿｸﾃｲﾁ " ； 距離 / 測定値 007  → 20 ページ

" ｷｮﾘ ｶｸﾆﾝ " ； 距離確認 051  → 21 ページ

" ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ " ； マ ッ ピングレ ンジ 052  → 22 ページ

" ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ｶｲｼ " ； マ ッ ピング開始 053  → 22 ページ

" ｾｯﾃｲﾁ " ； 設定値 009  → 23 ページ

拡張機能

機能グループ 機能 説明

" ｱﾝｾﾞﾝ ｾｯﾃｲ "； 
安全設定

01  " ｱﾗｰﾑｼﾞ ﾉ ｼｭﾂﾘｮｸ " ； ア ラーム時の出

力
010  → 25 ページ

（→ 25 ページ） " ﾊﾝｼｬﾅｼｼﾞﾉｼｭﾂﾘｮｸ " ； 反射無し時の

出力
012  → 27 ページ

 " ｺｳﾊﾞｲ % ｽﾊﾟﾝ /min" ； 勾配 % スパン /

分
013  → 28 ページ

" ﾁｴﾝｼﾞｶﾝ " ； 遅延時間 014  → 28 ページ

" ｱﾝｾﾞﾝｷｮﾘ " ； 安全距離 015  → 29 ページ

" ｱﾝｾﾞﾝ ｷｮﾘ ﾅｲ " ； 安全距離内 016  → 30 ページ

" ｱﾗｰﾑﾉｼｮｳﾆﾝ " ； ア ラームの承認 017  → 31 ページ

" ｱﾌﾚ ﾎﾞｳｼ " ； あふれ防止 018  → 31 ページ

" ｹﾝｼｬｸﾃｰﾌﾞﾙ "； 
検尺テーブル

03  ｹﾝｼｬｸﾃｰﾌﾞﾙﾉｼﾞｮｳﾀｲ " ； 検尺テーブル

の状態
030 → 33 ページ

（→ 33 ページ） " ｹﾝｼｬｸﾃｰﾌﾞﾙﾓｰﾄﾞ " ； 検尺テーブル

モード
033  → 33 ページ

 " ｹﾝｼｬｸﾃｰﾌﾞﾙ " ； 検尺テーブル 034  → 36 ページ

" ﾎﾟｲﾝﾄﾉﾎｿﾞﾝ " ； ポ イ ン ト の保存 037 → 36 ページ

" ﾂｷﾞﾉﾎﾟｲﾝﾄｦﾂｲｶ " ； 次のポ イ ン ト を追

加
038  → 36 ページ

" ｻｸｼﾞｮｿｳｻ " ； 削除操作 " 039  → 38 ページ

" ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ "； 
リニアライゼーション

04  " ﾚﾍﾞﾙ / ｱﾚｰｼﾞ " ； レベル／アレージ 040  → 39 ページ

（→ 39 ページ） " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ "； リ ニア ラ イゼーシ ョ

ン
041  → 40 ページ

 " ﾕｰｻﾞｰ ﾀﾝｲ " ； ユーザー単位 042  → 43 ページ

" ﾃｰﾌﾞﾙ " ； テーブル No. 043  → 44 ページ

" ﾚﾍﾞﾙ " ； レベル入力 044  → 44 ページ

" ﾖｳﾘｮｳ " ； 容量入力 045  → 45 ページ

"max. ｽｹｰﾙ " ； 最大スケール 046  → 45 ページ

" ﾖｳｷ ﾁｮｯｹｲ " ； 容器直径 047  → 45 ページ
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拡張機能

機能グループ 機能 説明

" ｶｸﾁｮｳ ｾｯﾃｲ "； 
拡張設定

05  " ｾﾝﾀｸ " ； 選択 050  → 46 ページ

（→ 46 ページ） " ｷｮﾘ ｶｸﾆﾝ " ； 距離確認 051  → 46 ページ

 " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ " ； マ ッ ピングレ ンジ 052  → 47 ページ

" ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ｶｲｼ " ； マ ッ ピング開始 053  → 47 ページ

" ｹﾞﾝ ﾏｯﾌﾟ ｷｮﾘ " ； 現マ ッ プ距離 054  → 48 ページ

" ｶｽﾀﾏｰﾀﾝｸﾏｯﾌﾟ " ； カス タマータ ン ク

マ ッ プ
055  → 48 ページ

" ﾊﾝｼｬ ｷｮｳﾄﾞ " ； 反射強度 " 056  → 49 ページ

" ｵﾌｾｯﾄ " ； オフセ ッ ト 057  → 49 ページ

" ｼﾝﾁｮｳ ｱﾝﾃﾅ " ； 伸長アンテナ 0C9  → 49 ページ

" ｼｭﾂﾘｮｸ ｾｷﾌﾞﾝ " ； 出力積分 058  → 50 ページ

" ﾌｶﾝﾁｷｮﾘ " ； 不感知距離 059  → 50 ページ

" ｼｭﾂﾘｮｸ "；出力 06  " ﾂｳｼﾝｱﾄﾞﾚｽ " ； 通信ア ド レ ス 060  → 51 ページ

（→ 51 ページ） " ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ No." ； プ リ アンブル No. 061  → 51 ページ

 " ｼｭﾂﾘｮｸﾁ ﾉ ｼｷｲ " ； 出力の下限 062  → 51 ページ

" ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ "；電流出力モード 063  → 52 ページ

" ｺﾃｲﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ " ； 固定電流出力値 064  → 52 ページ

" ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン 065  → 53 ページ

" ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾁ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン値 066  → 53 ページ

" ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ ﾁ " ； 電流出力値 067  → 53 ページ

"4mA ﾁ " ； 4mA 値 068  → 54 ページ

"20mA ﾁ " ； 20mA 値 069  → 54 ページ

" ﾊﾝｼｬﾊｹｲ "；反射波形 0E  " ﾌﾟﾛｯﾄ ｾｯﾃｲ " ； プロ ッ ト 設定 0E1  → 55 ページ

（→ 55 ページ） " ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ ﾖﾐｺﾐ "；反射波形読み込み 0E2  → 55 ページ

 " ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ ﾋｮｳｼﾞ " ； 反射波形表示 0E3  → 56 ページ

" ﾋｮｳｼﾞﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ "； 
表示ディスプレイ

09  " ｹﾞﾝｺﾞ " ； 言語 092  → 58 ページ

（→ 58 ページ） " ﾎｰﾑ ﾍ ﾓﾄﾞﾙ " ； ホームへ戻る 093  → 58 ページ

 " ﾋｮｳｼﾞ ｹｲｼｷ " ； 表示形式 094  → 59 ページ

" ｼｮｳｽｳﾃﾝ ｲｶ ﾉ ｹﾀ " ； 小数点以下の 

桁
095  → 59 ページ

" ｼｮｳｽｳﾃﾝﾉｷｬﾗｸﾀｰ "；小数点のキ ャ ラ

ク ター
096  → 59 ページ

" ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ ﾃｽﾄ "；デ ィ スプレ イ テス ト 097  → 60 ページ
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拡張機能

機能グループ 機能 説明

" ｼﾝﾀﾞﾝ "；診断 0A  " ｹﾞﾝｻﾞｲ ﾉ ｴﾗｰ " ； 現在のエラー 0A0  → 62 ページ

（→ 61 ページ） " ｾﾞﾝｶｲ ﾉ ｴﾗｰ " ； 前回のエラー 0A1  → 62 ページ

 " ｾﾞﾝｶｲﾉｴﾗｰﾉ ｼｮｳｷｮ " ； 前回のエラー

の消去
0A2  → 62 ページ

" ﾘｾｯﾄ " ； リ セ ッ ト 0A3  → 63 ページ

" ﾛｯｸｶｲｼﾞｮ ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ " ； ロ ッ ク解除パ

ラ メ ーター
0A4  → 64 ページ

" ｿｸﾃｲ ｷｮﾘ " ； 測定距離 0A5  → 65 ページ

" ｿｸﾃｲ ﾚﾍﾞﾙ " ； 測定レベル 0A6  → 66 ページ

" ｹﾝｼｭﾂｳｨﾝﾄﾞｳ " ； 検出ウ ィ ン ド ウ 0A7 → 66 ページ

" ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ " ； アプ リ ケー

シ ョ ンパラ メ ーター
0A8  → 67 ページ

" ｼｽﾃﾑ ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ "； 
システムパラメーター
（→ 68 ページ）

0C  " ﾀｸﾞ no." ； タ グ No. 0C0  → 68 ページ

 " ﾌﾟﾛﾄｺﾙ +sw-no." ； プロ ト コル +SW-No. 0C2  → 68 ページ

" ｿﾌﾄｳｪｱﾊﾞﾝｺﾞｳ " ； ソ フ ト ウ ェ ア番号 0C2  → 68 ページ

" ｼﾘｱﾙ no." ； シ リ アル No. 0C3  → 68 ページ

" ｷｮﾘ ﾀﾝｲ " ； 距離単位 0C5  → 69 ページ

" ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ ﾓｰﾄﾞ "；ダウ ン ロード モード 0C8  → 69 ページ

" ｻｰﾋﾞｽ "；サービス
（→ 70 ページ）

0D  " ｻｰﾋﾞｽ ﾚﾍﾞﾙ " ； サービ ス レベル 0D0 → 70 ページ
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3 機能グループ "" ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定 " (00) 

3.1 機能 "" ｿｸﾃｲﾁ " ； 測定値 " (000)

この機能では、 現在の測定値が選択し た単位で表示されます 
（" ﾕｰｻﾞｰ ﾀﾝｲ "；ユーザー単位（042）機能を参照）。 " ｼｮｳｽｳﾃﾝ ｲｶ ﾉ ｹﾀ "；小数点以下の桁（095）機
能で、 小数点の後の桁数を選択する こ と ができ ます。 バーグ ラ フの長さは、 スパンに対する現
在測定値のパーセンテージ値に相当し ます。

3.2 機能 "" ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ " ； タ ン ク形状 " (002)

この機能は、 タ ン ク形状の選択に使用し ます。

選択：

• " ﾄﾞｰﾑｶﾞﾀ ﾃﾝｼﾞｮｳ "；ドーム状の天井

• " ﾏｸﾗ ﾀﾝｸ " ； 枕タ ン ク

• " ｶﾞｲﾄｳｶﾝ " ； 外筒管

• " ﾅｲﾄｳｶﾝ " ； 内筒管

• " ﾌﾗｯﾄ ﾅ ﾃﾝｼﾞｮｳ " ； フ ラ ッ ト な天井

• " ｷｭｳｹｲ ﾀﾝｸ " ； 球形タ ン ク

! 注意 ! 
FMR540 の測定性能を最大にするには、 センサはフ リ ースペースのアプ リ ケーシ ョ ンに取 り 付け
る よ う お勧めし ます。 外筒管 / 内筒管での使用はお勧めし ません。


ENDRESS + HAUSER

E+–


ENDRESS + HAUSER

E+–


ENDRESS + HAUSER

E+–
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3.3 機能 "" ｿｸﾃｲﾌﾞﾂ ﾄｸｾｲ " ； 測定物特性 " (003)

この機能は、 比誘電率の選択に使用し ます。

! 注意 ! 
最大の測定精度を得るために、 Micropilot S FMR540 は液面が穏やかなアプ リ ケーシ ョ ンで使用
する よ う お勧めし ます。

選択：

• " ﾌﾒｲ "；不明

• DC ： < 1.9

• DC ： 1.9 ～ 4

• DC ： 4 ～ 10

• DC ： > 10

1) アンモニア NH3 はグループ A の測定物と し て扱います。


ENDRESS + HAUSER

E+–

測定物グループ DC （r） 例

A 1.4 ～ 1.9 非導電性液体、 例えば液化ガス 1) 詳細については、 Endress+Hauser 

または代理店にお問い合わせ く ださい。

B 1.9 ～ 4 非導電性液体、 例えばベンゼン、 オイル、 ト ルエン、 白もの油、

黒もの油、 原油、 歴青、 アス フ ァル ト など

C 4 ～ 10 例えば、 濃酸、 有機溶剤、 エステル、 アニ リ ン、 アルコール、 

アセ ト ンなど

D >10 導電性液体、 例えば水溶液、 希釈酸、 アルカ リ など
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3.4 機能 "" ﾌﾟﾛｾｽ ｺﾝﾃﾞｼｮﾝ " ； プロセスコ ンデシ ョ ン " (004)

この機能は、 プロセス コ ンデシ ョ ンの選択に使用し ます。

選択：

• " ﾋｮｳｼﾞｭﾝ "；標準

• " ｵﾁﾂｲﾀ ｴｷﾒﾝ " ； 落ちついた液面

• " ｱﾚﾀ ｴｷﾒﾝ " ； 荒れた液面

• " ｶｸﾊﾝｷ ｼﾖｳ " ； 攪拌機使用

• " ﾊﾔｲ ｴｷﾒﾝ ﾍﾝﾄﾞｳ " ； 速い液面変動

• " ﾃｽﾄ ： ﾉｰﾌｨﾙﾀｰ " ； フ ィ ルタ な し


ENDRESS + HAUSER

E+–

" ﾋｮｳｼﾞｭﾝ "；標準 " ｵﾁﾂｲﾀ ｴｷﾒﾝ "；落ちついた液面

以下のグループに適し ないすべて

の用途に適用。

投入パイプがタ ン ク底まであ る場合

または底から充填する貯蔵タ ン ク

フ ィ ルタ と出力積分が平均値に設

定されます。

平均化フ ィ ルタ と 出力積分が、 高い

値に設定されます。

-> 安定し た測定値

-> 精密な測定

-> 遅い反応時間
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3.5 機能 "" ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ； 空 （0%） 調整 "(005) 

この機能は、 フ ラ ンジ下面 （測定基準点） から最低レベル （= 0%） までの距離の入力に使用し ま
す。

" 警告 !
皿状の底や円錐状の排出口では、 マイ ク ロ波が容器の底に当た るポイ ン ト よ り 低 く ゼロ点を設
定し ないよ う にし て く ださい。


ENDRESS + HAUSER

E+–
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3.6 機能 "" ﾏﾝﾀﾝ ﾁｮｳｾｲ " ； 満タ ン （スパン） 調整 " (006) 

この機能は、 最低レベルから最大レベルまでの距離 （= スパン） の入力に使用し ます。

原則と し て、 アンテナの先端まで測定する こ と ができ ます。 ただし、 腐食や付着物を考慮する
ため、 測定範囲の終点は、 アンテナの先端から 50 mm 以上離し て選択し て く ださい。

! 注意 ! 
" ｶﾞｲﾄｳｶﾝ "；外筒管または " ﾅｲﾄｳｶﾝ "；内筒管を " ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ "；タンク形状（002）機能で選択し た
場合は、 以下のステ ッ プでパイプ直径が必要にな り ます。


ENDRESS + HAUSER

E+–
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3.7 機能 "" ﾊﾟｲﾌﾟ ﾁｮｯｹｲ " ； パイプ直径 " (007) 

! 注意 ! 
FMR540 は " フ リ ースペース " のアプ リ ケーシ ョ ンに適し ています。 外筒管 / 内筒管での使用は
お勧めし ません。

この機能は、 内筒管または外筒管のパイプ直径の入力に使用し ます。

マイ ク ロ波は、 パイプ内ではフ リ ースペース よ り も ゆっ く り と伝搬し ます。 この効果は、 パイ
プの内径に依存し、 Micropilot では、 それが自動的に補正されます。 外筒管または内筒管を使 う
アプ リ ケーシ ョ ンでは、 パイプ直径のみ入力する必要があ り ます。

3.8 表示 "" ｷｮﾘ / ｿｸﾃｲﾁ " ； 距離 / 測定値 " （008）

基準点から測定対象物表面までの測定し た距離 と、 空調整を使用し て計算し た測定値が表示さ
れます。 これらの値が実際のレベル、 実際の距離に対応し ているかど う かをチェ ッ ク し て く だ
さい。 以下の場合があ り ます ：

• 距離が一致 – レベルが一致 -> 次の機能 "" ｷｮﾘ ｶｸﾆﾝ "；距離確認 "（051）に進みます。

• 距離が一致 – レベルが不一致 -> "" ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ "；空調整 "（005）をチェックします。

• 距離が不一致 – レベルが不一致 -> さ らにマ ッ ピングを行 う 必要があ り ます。 

"" ｷｮﾘ ｶｸﾆﾝ "；距離確認 "（051）に戻ります。


ENDRESS + HAUSER

E+–

100%

0%

ø

100%

0%

ø
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E+–



Micropilot S FMR540 3 機能グループ "" ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定 " (00)

Endress + Hauser 21

3.9 機能 "" ｷｮﾘ ｶｸﾆﾝ " ； 距離確認 " (051)

この機能では、 反射 ノ イ ズのマ ッ ピング開始の準備モード に入 り ます。 それには、 測定対象物
表面までの計測距離を、 実際の距離と比較する必要があ り ます。 以下のオプシ ョ ンを選択する
こ と ができ ます ：

選択：

• " ｷｮﾘ = ok" ； 距離 = OK

• " ｷｮﾘ ﾁｲｻｽｷﾞﾙ " ； 距離小さすぎる

• " ｷｮﾘ ｵｵｷｽｷﾞﾙ " ； 距離大きすぎる

• " ｷｮﾘ ﾌﾒｲ " ； 距離不明

• " ﾏﾆｭｱﾙ " ； マニュ アル

" ｷｮﾘ = ok"；距離 = OK
• 現在測定されている反射ノ イ ズのレベルまでのマ ッ ピングが行われます。

• 抑制すべき範囲が、 "" ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ "；マッピングレンジ（052）" 機能に示されます。

この場合でも、 マ ッ ピングを実行する よ う お勧めし ます。

" ｷｮﾘ ﾁｲｻｽｷﾞﾙ " ； 距離小さすぎる
• こ の時点で、 反射ノ イ ズが検出されています。

• し たがって、 現在測定されている反射ノ イ ズのレベルを含んでマ ッ ピングが行われます。

• 抑制すべき範囲が、 "" ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ "；マッピングレンジ（052）" 機能に示されます。

" ｷｮﾘ ｵｵｷｽｷﾞﾙ " ； 距離大きすぎる
• 反射ノ イ ズのマ ッ ピングでは、 こ のエラーは改善する こ と ができ ません。

• アプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ータ（002）、（003）、（004）および "" ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ "；空調整 "（005）を

チェックしてください。

" ｷｮﾘ ﾌﾒｲ " ； 距離不明

実際の距離が不明の場合、 マ ッ ピングを行 う こ と はでき ません。

" ﾏﾆｭｱﾙ "；マニュアル

マ ッ ピングは、 抑制するべき範囲をマニュ アル入力し て も可能です。 この入力は、
"" ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ "；マッピングレンジ（052）" 機能で行います。


ENDRESS + HAUSER

E+–
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" 警告 ! 
マ ッ ピングレンジは、 実際のレベル反射よ り  0.5 m 手前まで とする必要があ り ます。 空の容器で
は、 E ではな く  E -0.5 m を入力し て く ださい。

マ ッ ピングがすでにあ る場合は、 それが 
" ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ "；マッピングレンジ（052）で指定し た距離まで上書き されます。 この値以上の既
存のマ ッ ピングは、 そのま ま変更されません。

3.10 機能 "" ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ " ； マ ッ ピングレンジ " (052)

この機能では、 マ ッ ピングの推奨レンジが表示されます。 基準点は常に、 測定基準点 
（→ 2 ページ） です。 この値は、 オペレータが編集する こ と ができ ます。

マニュ アルマ ッ ピングでは、 デフ ォル ト 値は 0 m です。

3.11 機能 "" ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ｶｲｼ " ； マ ッ ピング開始 "(053)

この機能は、 " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ "；マッピングレンジ（052）に示される距離までの反射ノ イ ズのマ ッ
ピングを開始するために使用し ます。

選択：

• " ｵﾌ "；オフ マ ッ ピングは行われません

• " ｵﾝ " ； オン マ ッ ピングが開始されます

マ ッ ピング処理中は、 メ ッ セージ " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ﾍ ｷﾛｸ "；マッピングへ記録 " が表示されます。

" 警告 !
マ ッ ピングは、 本機器がエラー状態でない場合に限って記録されます。


ENDRESS + HAUSER
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3.12 表示 "" ｷｮﾘ / ｿｸﾃｲﾁ " ； 距離 / 測定値 " （008）

基準点から測定対象物表面までの測定し た距離と、 空調整を使用し て計算し た測定値が表示さ
れます。 これらの値が実際のレベル、 実際の距離に対応し ているかど う かをチェ ッ ク し て く だ
さい。 以下の場合があ り ます ：

• 距離が一致 – レベルが一致 -> 基本設定の終了

• 距離が不一致 – レベルが不一致 -> さ らにマ ッ ピングを行 う 必要があ り ます。 

"" ｷｮﾘ ｶｸﾆﾝ "；距離確認 "（051）に戻 り ます。

3.13 機能 "" ｾｯﾃｲﾁ " ； 設定値 " （009）

この機能用いる と、 基準レベル と測定レベルの差 （またはアレージ値 と測定距離の差） をオフ
セ ッ ト 補正する こ と ができ ます。 オフセ ッ ト を有効にするには、 検尺測定によ って測定された
基準レベルを各キーを使用し て入力し ます。 " ｷｮﾘ / ｿｸﾃｲﾁ " ； 距離 / 測定値が、 基準レベル と測
定値の差によ り オフセ ッ ト されます。
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! 注意 ! 
基本設定後に、 反射波形 （"" ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ "；反射波形 "（0E）機能グループ） を使用し て測定を評価
する よ う お勧めし ます。


 
 
 
 

 3 秒後、 以下の メ ッ セージが表示されます。

ENDRESS + HAUSER

E+–
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4 機能グループ "" ｱﾝｾﾞﾝ ｾｯﾃｲ " ； 安全設定 " (01)

4.1 機能 "" ｱﾗｰﾑｼﾞ ﾉ ｼｭﾂﾘｮｸ " ； アラーム時の出力 " (010)

この機能は、 ア ラーム時の出力の反応を選択するために使用し ます。

選択：

• "MIN" ； 最小 （<= 3.6mA）

• "MAX" ； 最大 （22mA）

• " ﾎｰﾙﾄﾞ " ； ホール ド

• " ﾕｰｻﾞｰ ﾉ ﾄｸﾃｲ " ； ユーザーの特定

"MIN"；最小（<= 3.6mA）

本機器がア ラーム状態の場合、 出力が以下のよ う に変化し ます ：

• HART ：最小ア ラーム 3.6 mA

"MAX"；最大（22mA）

本機器がア ラーム状態の場合、 出力が以下のよ う に変化し ます ：

• HART ：最大ア ラーム 22 mA


ENDRESS + HAUSER
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(-10%)3.6

t
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HART
(110%)
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3.6

t
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22
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" ﾎｰﾙﾄﾞ "；ホールド

本機器がア ラーム状態の場合、 最後の測定値が保持されます。

" ﾕｰｻﾞｰ ﾉ ﾄｸﾃｲ "；ユーザーの特定

本機器がア ラーム状態の場合、 出力は、 "" ｱﾗｰﾑｼﾞ ﾉ ｼｭﾂﾘｮｸ "；アラーム時の出力 "（011）（x mA）
で設定された値にセ ッ ト されます。

HART
(110%)

(-10%)3.6

t

[mA]
22
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4.2 機能 "" ﾊﾝｼｬﾅｼｼﾞﾉｼｭﾂﾘｮｸ " ； 反射無し時の出力 " (012)

この機能を使用し て、 反射無し （エコーロ ス ト ） 時の出力応答を設定し ます。

選択：

• " ｱﾗｰﾑ " ； ア ラーム

• " ﾎｰﾙﾄﾞ "；ホールド

• " ｺｳﾊﾞｲ %/min" ； 勾配 %/ 分

" ｱﾗｰﾑ "；アラーム

反射無し （エコーロ ス ト ） 時、 本機器は、 調整可能な "" ﾁｴﾝｼﾞｶﾝ "；遅延時間 "（014）後、 ア
ラーム状態に切 り 替わ り ます。 出力応答は、 "" ｱﾗｰﾑｼﾞ ﾉ ｼｭﾂﾘｮｸ "；アラーム時の出力 "（010）で
設定し た値によ って決ま り ます。

" ﾎｰﾙﾄﾞ "；ホールド

反射無し （エコーロ ス ト ） 時、 調整可能な "" ﾁｴﾝｼﾞｶﾝ "；遅延時間 "（014）後、 警報が発生し ま
す。 出力は保持されます。


ENDRESS + HAUSER

E+–



4 機能グループ "" ｱﾝｾﾞﾝ ｾｯﾃｲ " ； 安全設定 " (01) Micropilot S FMR540

28 Endress + Hauser

" ｺｳﾊﾞｲ %/min"；勾配 %/ 分

反射無し （エコーロ ス ト ） 時、 調整可能な "" ﾁｴﾝｼﾞｶﾝ "；遅延時間 "（014）後、 警報が発生し ま
す。 出力は、 "" ｺｳﾊﾞｲ % ｽﾊﾟﾝ /min"；勾配 % スパン / 分 "（013）で定義された勾配に従って、
0% または 100%  に変化し ます。

4.3 機能 "" ｺｳﾊﾞｲ % ｽﾊﾟﾝ /min" ； 勾配 % スパン / 分 " (013)

反射無し （エコーロ ス ト ) 時の出力値を定義する勾配です。 この値は、 "" ﾊﾝｼｬﾅｼｼﾞﾉｼｭﾂﾘｮｸ "；反
射無し時の出力 "（012）で、 "" ｺｳﾊﾞｲ % ｽﾊﾟﾝ /min"；勾配 % スパン / 分 " を選択し た場合に使用
されます。 この傾きは、 スパン / 分 （％） で与え られます。

4.4 機能 "" ﾁｴﾝｼﾞｶﾝ " ； 遅延時間 " (014)

この機能を使用し て、 反射無し （エコーロ ス ト ） 時、 警報が発生する までの、 あ るいは本機器
がア ラーム状態に切 り 替わる までの遅延時間 （デフ ォル ト  = 30 秒） を入力し ます。
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4.5 機能 "" ｱﾝｾﾞﾝ ｷｮﾘ " ； 安全距離 " (015)

設定可能な安全距離は、 "" ﾌｶﾝﾁｷｮﾘ "；不感知距離 "（059）（→ 50 ページ） よ り 手前に配置され
ます。 この距離によ って、 アンテナ領域に達し た場合など、 レベルがこれ以上上昇する と測定
が無効にな る こ と が通知されます。

不感知距離と安全距離の合計が下表に示されている距離よ り 大き く なる よ う にし て く ださい。

こ こに安全距離の大き さ を入力し ます。 デフ ォル ト 値は 0.1 m です。

" ﾌｶﾝﾁｷｮﾘ " ； 不感知距離 （BD） + " ｱﾝｾﾞﾝ ｷｮﾘ " ； 安全距離 > " ｻｲｼｮｳｿｸﾃｲｷｮﾘ " ； 最小測定距離 
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伸長パイプ
mm（in）

4" ホーンアンテナ 
mm（in）

8" パラボラアンテナ 
mm（in）

10" パラボラアンテナ  
mm（in）

" ﾌｶﾝﾁｷｮﾘ " ； 不感知距離 （095) - 470 （18.5） 102 （4.0） 130 （5.1）

" ｱﾝｾﾞﾝ ｷｮﾘ " ； 安全距離 （015) - 100 （3.9） 100 （3.9） 100 （3.9）

安全測定距離 "A" - 870 （34.3） 502 （19.8） 530 （20.9）

安全測定距離 "A" 

150 mm （5.9 in）

150 （5.9） 1020 （40.2） 652 （25.7） 680 （26.8）

安全測定距離 "A" 

250 mm （9.8 in）

250 （9.8） 1120 （44.1） 752 （29.6） 780 （30.7）

安全測定距離 "A" 

450 mm （18 in）

450 （18.0） 1320 （52.0） 952 （37.5） 980 （38.6）
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4.6 機能 "" ｱﾝｾﾞﾝ ｷｮﾘ ﾅｲ " ； 安全距離内 " (016)

この機能は、 レベルが安全距離内に入った と きの応答を定義し ます。

選択：

• " ｱﾗｰﾑ "；アラーム

• " ｹｲｺｸ " ； 警告

• " ｼﾞｺ ﾎｰﾙﾄﾞ " ； セルフホール ド

" ｱﾗｰﾑ "；アラーム

定義されたア ラーム状態 （"" ｱﾗｰﾑｼﾞ ﾉ ｼｭﾂﾘｮｸ "；アラーム時の出力 "（011）） が機器に入力されま
す。 ア ラーム メ ッ セージ E651 - " レベルが安全距離内 - 溢れ出しの危険あり " が表示されま
す。

レベルが安全距離よ り 下がる と、 ア ラーム警報がな く な り 、 再び測定が開始されます。

" ｹｲｺｸ "；警告

警告 E651 - " レベルが安全距離内 - 溢れ出しの危険あ り " が表示されますが、 引き続き測定が
行われます。 レベルが安全距離よ り 下がる と、 警報がな く な り ます。
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" ｼﾞｺ ﾎｰﾙﾄﾞ " ； セルフホール ド

定義されたア ラーム状態 （"" ｱﾗｰﾑｼﾞ ﾉ ｼｭﾂﾘｮｸ "；アラーム時の出力 "（011）） に切 り 替わ り ます。
ア ラーム メ ッ セージ E651 - " レベルが安全距離内 - 溢れ出しの危険あり " が表示されます。

レベルが安全距離よ り 下がった場合、 セルフホール ド の リ セ ッ ト （機能 ： "" ｱﾗｰﾑﾉｼｮｳﾆﾝ "；ア
ラームの承認 "（017）） を行ってはじめて、 測定が継続されます。

4.7 機能 "" ｱﾗｰﾑﾉｼｮｳﾆﾝ " ； アラームの承認 " (017)

この機能は、 "" ｼﾞｺ ﾎｰﾙﾄﾞ "；自己ホールド " の場合に、 ア ラームの確認応答を行います。

選択：

• " ｲｲｴ "；いいえ

• " ﾊｲ " ； はい

" ｲｲｴ "；いいえ

ア ラームの確認応答は行われません。

" ﾊｲ "；はい

確認応答が行われます。

4.8 機能 "" ｱﾌﾚ ﾎﾞｳｼ " ； あふれ防止 " (018)

"german WHG" （ド イ ツ WHG 認定あふれ防止） が選択される と、 WHG あふれ防止 /SIL に関す
る さ まざまなパラ メ ータが変更され、 それ以降の運転がロ ッ ク されます。 ロ ッ ク を解除するに
は、 "" ﾋｮｳｼﾞｭﾝ "；標準 " を選択し ます。 それによ って、 WHG パラ メ ータ調節が保存されます。
WHG 特有のパラ メ ータ を リ セ ッ ト するために、 本機器の リ セ ッ ト を行 う こ と をお勧めし ます
（→ 63 ページ）。

" 警告 ! 
FMR540 は WHG （ド イ ツ連邦水管理法） （準備中） / SIL に準拠し た認証を必要とする アプ リ
ケーシ ョ ンには使用でき ません !
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 3 秒後、 以下の メ ッ セージが表示されます。
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5 機能グループ "" ｹﾝｼｬｸﾃｰﾌﾞﾙ " ； 検尺テーブル " （03）

5.1 機能 "" ｹﾝｼｬｸﾃｰﾌﾞﾙﾉｼﾞｮｳﾀｲ " ； 検尺テーブルの状態 " （030）

選択：

• " ﾃｰﾌﾞﾙｵﾌ "；テーブルオフ（検尺テーブルがオフ）

• " ﾃｰﾌﾞﾙｵﾝ " ； テーブルオン （検尺テーブルがオン）

5.2 機能 "" ｹﾝｼｬｸﾃｰﾌﾞﾙﾓｰﾄﾞ " ； 検尺テーブルモー ド " （031）

この機能で検尺テーブルをオン / オフでき ます。

選択：

• " ﾎﾟｲﾝﾄﾉﾋｮｳｼﾞ " ； ポイ ン ト の表示

• " ｼｭﾄﾞｳﾃﾞﾂｲｶ " ； 手動で追加

• " ﾊﾝｼﾞﾄﾞｳﾃﾞﾂｲｶ " ； 半自動で追加

• " ﾎﾟｲﾝﾄﾉｻｸｼﾞｮ " ； ポイ ン ト の削除

• " ｽﾍﾞﾃﾉﾎﾟｲﾝﾄﾉｻｸｼﾞｮ " ； すべてのポイ ン ト の削除

" ﾎﾟｲﾝﾄﾉﾋｮｳｼﾞ "；ポイントの表示
こ こ では検尺テーブルの数値ペアを読み出すのみ と な り ます。 この メ ニューオプシ ョ ンは使用
可能な検尺テーブルがない場合でも選択する こ と ができ ます。 その場合は、 空き テーブルエン
ト リ の数が最大値 （= 32） にな り ます。

" ｼｭﾄﾞｳﾃﾞﾂｲｶ "；手動で追加

検尺テーブルの数値ペアの読み出し と書き込みができ ます。 測定値 と検尺値を入力する こ と が
でき ます。

– 未補正の測定値 ： 
本機器で取得し た測定値です。 検尺テーブルによ る補正は行われていません。 測定値か、
レベルか、 スキ尺かの選択は機器設定によ って決ま り ます。

– 検尺値 ： 
検尺で取得し た各レベルまたはフ ラ ンジまでの距離です。 こ の値を測定値の補正に使用
し て く ださい。 
検尺テーブルの "" ﾏﾆｭｱﾙﾓｰﾄﾞ " ； マニュ アルモード " を使用し て一連のデータ対を各タ
ン ク レベルで取得し た後に、 収集し たデータ を入力する こ と ができ ます。

! 注意 ! 
検尺時の各レベル間の距離が大きいほど、 検尺テーブルの リ ニア ラ イゼーシ ョ ンが正確にな り
ます。
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" ﾊﾝｼﾞﾄﾞｳﾃﾞﾂｲｶ "；半自動で追加

検尺テーブルの数値ペアを読み出すこ と ができ ます。 入力は検尺値だけです。 新しい数値ペア
を入力する と、 その時点のレベルまたは距離が測定値 と し て取 り 込まれます。

" ﾎﾟｲﾝﾄﾉｻｸｼﾞｮ "；ポイントの削除

数値ペアが １  対削除されます。

" ｽﾍﾞﾃﾉﾎﾟｲﾝﾄﾉｻｸｼﾞｮ "；すべてのポイントの削除

検尺テーブルが一式削除されます。 このテーブルはオフにな り ます。 空き テーブルエン ト リ の
数が最大値 （= 32） にセ ッ ト されます。
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5.2.1 検尺テーブル

別個に取得し た検尺値を使用し て、 Micropilot S のレベル指示値を補正し ます。 検尺テーブルは
特に、 レベルゲージを特定のアプ リ ケーシ ョ ン条件に適合させるために、 機械的なオフセ ッ ト
と し て使用し た り 、 タ ン ク / 内筒管の設計 と し て使用し た り し ます。

保税認定が必要な場合規定に応じ て検査官が校正実施時に 1 ～ 3 箇所のレベルでタ ン ク を検尺
し、 レベル指示値をチェ ッ ク し ます。

測定オフセットの補正には、 検尺テーブルに入力する必要があ る数値ペアは 1 つだけです。

2 個目の数値ペアを検尺テーブルに入力する と、 両方の数値ペアについて、 同様に補正された測
定値が取 り 込まれます。 他の測定値はすべて線形補間で決定されます。

2 つの数値ペアを入力する と、 隣接する数値ペア間で線形補間が実行されます。 こ の数値ペアの
外側の範囲では、 やは り 線形に外挿が行われます。

データ を収集し、 検尺テーブルに入力するには 2 通 り の手順があ り ます。 検尺テーブルのオフ
セ ッ ト または リ ニア ラ イゼーシ ョ ンで補正済みの測定値を未補正の測定値 と混同し ないよ う に、
新しいデータ対の入力には、 検尺テーブルの半自動モード を使用する よ う お勧めし ます。 
この場合、 最初の検尺値は、 基本校正後すぐに入力する よ う にし ます。 他の リ ニア ラ イゼー
シ ョ ンポイ ン ト は、 レベルが少な く と も 2 m （上図の推奨手順を参照） 変化し、 " 未補正測定値
" と検尺値の間の偏差が少な く と も 4mm になってから入力し ます。 こ の手順従 う こ と ができ な
い場合は、 基本校正後に検尺テーブルに数値ペアを入力し ないで く ださい。 測定データ と検尺
値は測定レンジ全体にわたって収集し、 線形適合性の良否について評価し ます。 この と き
"" ﾏﾆｭｱﾙﾓｰﾄﾞ " ； マニュ アルモード " を使用し て特徴的な数値ペアのみを検尺テーブルに入力し
ます （上図の右側を参照）。 さ らに リ ニア ラ イゼーシ ョ ンが必要な場合は、 " ﾊﾝ - ｼﾞﾄﾞｳ " ； 半自動
モード のみを使用し て他の検尺値を入力する よ う にし て く ださい。

注意 ! 

アンテナの近傍 （安全距離の定義を参照） またはタ ン ク の底の間近では、 レーダ信号の干渉が
生じ る可能性があ るため、 オフセ ッ ト を判定、 入力し ないで く ださい。

検尺テーブルは ToF Tool を使用し てプ リ ン ト ア ウ ト する こ と ができ ます。 その前に、 ToF Tool 
内部の値を更新するため ToF Tool を本機器に再接続する必要があ り ます。

半自動モード で検尺テーブルへの入力を行います。

" 警告 !

検尺テーブルへの 1 つまたは複数のポイ ン ト の入力が済んだら、 検尺テーブルが有効にな り 、
"" ﾃｰﾌﾞﾙ ｵﾝ " ； テーブルオン " 検尺テーブルモード になっている こ と を確認し て く ださい。
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5.3 機能 "" ｹﾝｼｬｸﾃｰﾌﾞﾙ " ； 検尺テーブル " （034）

この機能で測定変数を編集し ます。 "" ｿｸﾃｲﾁ " ； 測定値 " は、 FMR540 によ る測定値を示し ます。

"" ｹﾝｼｬｸﾁ " ； 検尺値 " は、 検尺測定によ る測定値を示し ます。

両方の値を表示デ ィ スプレ イ VU331 からでも ToF tool からでも編集でき ます。

エン ト リ "" ﾉｺﾘ；残り " の後にあ る数は、 空き数値ペアの現在の残数を示し ます。 数値ペアの最
大数は 32 です。 入力する ご と に残 り の数が減少し ていき ます。 "" ｹﾝｼｬｸﾃｰﾌﾞﾙﾓｰﾄﾞ "；検尺テーブ
ルモード " （031）で "" ﾎﾟｲﾝﾄﾉｻｸｼﾞｮ " ； ポイ ン ト の削除 " を選択し て検尺テーブルのポイ ン ト を
削除する場合は、

どの検尺テーブルポイ ン ト を削除するか示すために、

"" ﾉｺﾘ ； 残 り " の表示は "" ﾃｰﾌﾞﾙ " ； テーブル No." に置き換わ り ます。

" 警告 !

"" ｹﾝｼｬｸﾃｰﾌﾞﾙﾞ "；検尺テーブル " （034） 機能には、 未補正の測定値が表示されます。 こ の値は、
検尺テーブルが有効の場合の測定値と かな り 異なる こ と も あ り ます。

5.4 機能 "" ﾎﾟｲﾝﾄﾉﾎｿﾞﾝ " ； ポイ ン ト の保存 " （037）

この機能で検尺テーブル用に書き込むポイ ン ト を確定し ます。

5.5 機能 "" ﾂｷﾞﾉﾎﾟｲﾝﾄｦﾂｲｶ " ； 次のポイ ン ト を追加 " （038）

この機能で検尺ポイ ン ト を さ らに追加する必要があ るかど う か選択し ます。
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5.6 機能 "" ﾋｮｳｼﾞｿｳｻ " ； 表示操作 " （036）

この機能は、"" ｹﾝｼｬｸﾃｰﾌﾞﾙﾉｼﾞｮｳﾀｲ " ； 検尺テーブルの状態 " （030) で "" ﾎﾟｲﾝﾄﾉﾋｮｳｼﾞ " ； ポイ ン
ト の表示 " を選択する と表示されます。

選択：

• " ﾓﾄﾞﾙ " ； 戻る - "" ｹﾝｼｬｸﾃｰﾌﾞﾙﾉｼﾞｮｳﾀｲ " ； 検尺テーブルの状態 " （030) に移動し ます。

• " ﾂｷﾞﾉﾎﾟｲﾝﾄ " ； 次のポイ ン ト  - 次の検尺ポイ ン ト へ移動し ます。

• " ﾏｴﾉﾎﾟｲﾝﾄ " ； 前のポイ ン ト  - 前の検尺ポイ ン ト へ移動し ます。

" ﾓﾄﾞﾙ " ； 戻るで、 "" ｹﾝｼｬｸﾃｰﾌﾞﾙﾉｼﾞｮｳﾀｲ "；検尺テーブルの状態 " （030）に戻 り ます。

" ﾓﾄﾞﾙ "；戻る

これを選択する と、 機能 "" ｹﾝｼｬｸﾃｰﾌﾞﾙﾓｰﾄﾞ "；検尺テーブルモード " （033）に戻 り ます。

" ﾂｷﾞﾉﾎﾟｲﾝﾄ "；次のポイント

これでテーブルを下にス ク ロールし ます。 テーブルが空の場合、 このオプシ ョ ンは選択でき ま
すが 表示される値は変化し ません。

" ﾏｴﾉﾎﾟｲﾝﾄ "；前のポイント
これでテーブルを上にス ク ロールし ます。 テーブルが空の場合、 このオプシ ョ ンは選択でき ま
すが 表示される値は変化し ません。

" 警告 !

検尺テーブルへの 1 つまたは複数のポイ ン ト の入力が完了し た ら、"" ﾃｰﾌﾞﾙ ｵﾝ "；テーブルオン " 
検尺テーブルモード で検尺テーブルが有効になっている こ と を確認し て く ださい。
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5.7 機能 "" ｻｸｼﾞｮｿｳｻ " ； 削除操作 " （039）

この機能は、 "" ｹﾝｼｬｸﾃｰﾌﾞﾙﾓｰﾄﾞ "；検尺テーブルモード " （031）で " ﾎﾟｲﾝﾄﾉｻｸｼﾞｮ " ； ポイ ン ト の
削除を選択し た後に表示されます。

直前に表示し たテーブル番号に記録されている値の削除、

次のテーブルへの移動、 前のテーブル番号に戻る、 グループセレ ク シ ョ ンに戻る、 と いった必
要な操作が選択の リ ス ト に示されます。

選択：
• " ﾎﾟｲﾝﾄﾉｻｸｼﾞｮ " ； ポイ ン ト の削除

• " ﾂｷﾞﾉﾎﾟｲﾝﾄ " ； 次のポイ ン ト

• " ﾏｴﾉﾎﾟｲﾝﾄ " ； 前のポイ ン ト

• " ﾓﾄﾞﾙ " ； 戻る

" ﾎﾟｲﾝﾄﾉｻｸｼﾞｮ "；ポイントの削除

機能 "" ｹﾝｼｬｸﾃｰﾌﾞﾙ "；検尺テーブル " （034）で直前に表示し た検尺テーブルポイ ン ト （検尺
テーブルの特定のテーブル番号に記録されているポイ ン ト ） を削除し ます。

" ﾂｷﾞﾉﾎﾟｲﾝﾄ "；次のポイント

削除する次の検尺テーブルポイ ン ト を選択し ます。 例えばテーブル番号 1 から 2

" ﾏｴﾉﾎﾟｲﾝﾄ "；前のポイント

前に表示された検尺テーブルポイ ン ト を選択し ます。

" ﾓﾄﾞﾙ "；戻る

検尺テーブルを有効 / 無効にするために、 機能 "" ｹﾝｼｬｸﾃｰﾌﾞﾙﾉｼﾞｮｳﾀｲ "；検尺テーブルの状態 " 
（030）に移動し ます。
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6 機能グループ "" ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ " ； リ ニアラ イゼーシ ョ
ン " (04)

6.1 機能 "" ﾚﾍﾞﾙ / ｱﾚｰｼﾞ " ； レベル／アレージ " (040)

選択：

• " ﾚﾍﾞﾙ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ " ； レベル ユーザー単位

• " ﾚﾍﾞﾙ ｷｮﾘﾀﾝｲ "；レベル 距離単位

• " ｱﾚｰｼﾞ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ " ； アレージ ユーザー単位

• " ｱﾚｰｼﾞ ｷｮﾘｰﾀﾝｲ " ； アレージ 距離単位

" ﾚﾍﾞﾙ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ "；レベル ユーザー単位

レベルがユーザー単位で示されます。 測定値を、 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンする こ と ができ ます。

"" ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ "；リニアライゼーション "（041）のデフ ォル ト 値は、 リ ニア 0 ～ 100% に設定さ
れています。

" ﾚﾍﾞﾙ ｷｮﾘﾀﾝｲ "；レベル 距離単位

レベルが、 選択し た "" ﾚﾍﾞﾙ ｷｮﾘﾀﾝｲ "；レベル 距離単位 "（0C5）で示されます。

" ｱﾚｰｼﾞ ﾕｰｻﾞｰﾀﾝｲ "；アレージ ユーザー単位

アレージがユーザー単位で示されます。 値を、 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンする こ と ができ ます。

"" ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ "；リニアライゼーション "（041）のデフ ォル ト 値は、 リ ニア 0 ～ 100% に設定さ
れています。

" ｱﾚｰｼﾞ ｷｮﾘｰﾀﾝｲ "；アレージ 距離単位

アレージが、 選択し た "" ﾚﾍﾞﾙ ｷｮﾘﾀﾝｲ "；レベル 距離単位 "（0C5）で示されます。

! 注意 ! 
アレージの測定基準点は、 " ﾏﾝﾀﾝﾁｮｳｾｲ " ； 満タ ン （スパン） 調整です。
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6.2 機能 "" ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ " ； リ ニアラ イゼーシ ョ ン " (041)

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンは、 レベル と容積または測定物質量の比を定義し ます。 これによ って、
メ ー ト ル、 リ ッ ト ルなどのユーザー単位の測定が可能にな り ます。 この場合、 (000) の測定値が
選択し た単位で表示されます。

この機能は、 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンモード の選択に使用し ます。

選択：

• " ﾘﾆｱ "；リニア

• " ﾏｸﾗ ﾀﾝｸ " ； 枕タ ン ク

• " ﾏﾆｭｱﾙ " ； マニュ アル

• " ﾊﾝ - ｼﾞﾄﾞｳ " ； 半自動

• " ﾃｰﾌﾞﾙ ｵﾝ " ； テーブルオン

• " ﾃｰﾌﾞﾙ ｸﾘｱ " ； テーブル ク リ ア

" ﾘﾆｱ "；リニア

タ ン クは、 円筒形の縦型タ ン ク など、 リ ニアな ものです。 最大体積 / 質量を入力する こ と に
よ って、 ユーザー単位で測定する こ と ができ ます。

"" ﾕｰｻﾞｰ ﾀﾝｲ "；ユーザー単位 "（042）を選択する こ と ができ ます。""max. ｽｹｰﾙ "；最大スケール " 
（046）における校正に対応する体積値を定義し ます。 この値は、 100% （= HART の 20 mA） の出
力に対応し ます。
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" ﾏｸﾗ ﾀﾝｸ "；枕タンク

円筒形の枕タ ン ク では、 体積、 質量などが自動的に計算されます。 それには、 "" ﾖｳｷ ﾁｮｯｹｲ "；容
器直径 "（047） と、 "" ﾕｰｻﾞｰ ﾀﾝｲ "；ユーザー単位 "（042） と、 ""max. ｽｹｰﾙ "；最大スケール "

（046）を入力し ます。 ""max. ｽｹｰﾙ "；最大スケール "（046）は、 100% （= HART の 20 mA） の出
力に対応し ます。

" ﾏﾆｭｱﾙ "；マニュアル

レベルが、 設定される測定範囲内で体積または質量に比例し ない場合、 ユーザー単位で測定す
るために、 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルを入力する こ と ができ ます。 必要条件は以下の通 り
です ：

• リ ニア ラ イゼーシ ョ ンカーブ上の点について、 32 組 （最大） の値がわかっている こ と。

• レベル値は昇順で与える こ と。 カーブは単調増加し ている こ と。

• リ ニア ラ イゼーシ ョ ンカーブの最初と最後の点のレベル高さ が、 空 / 満タ ン調整にそれぞれ対

応し ている こ と。
• リ ニア ラ イゼーシ ョ ンは、 基本設定単位 （"" ｷｮﾘ ﾀﾝｲ "；距離単位 "（0C5）） で行われます。

テーブルの各点 (2) が、 レベル (3) と例えば体積 (4) の組の値で表現されます。 最後の組の値が、
100% 出力 （= HART の 20 mA） を定義し ます。
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! 注意 ! 
テーブルに入力し た後、 "" ﾃｰﾌﾞﾙ ｵﾝ "；テーブルオン " でテーブルを有効にし ます。

100% 値 （= HART の 20 mA） は、 テーブルの最後のポイ ン ト によ って定義されます。

! 注意 ! 
0.00 m を レベルまたは体積の 0.00% と し て確定する前に、 O キーまたは S キーで編集モード を
有効にし ます。

ToF Tool ではテーブルエデ ィ タ を使用し て、 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルに入力を行 う こ と
ができ ます。

その内容をグ ラ フで表示する こ と も でき ます。




テーブルのポ イ ン ト （ポ イ ン ト  1） を選択し ます。


ポ イ ン ト  1 に属する レベルを入力し ます。


対応する体積を入力し ます。


他のテーブルのポ イ ン ト を入力し ますか？


次のテーブルのポ イ ン ト へ。


...

"" ﾂｷﾞﾉﾎﾟｲﾝﾄ "；次のポイント "（045）が、

" ｲｲｴ " ； いいえ と なる まで続き ます。
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" ﾊﾝ - ｼﾞﾄﾞｳ "；半自動

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンカーブを半自動で入力する場合、 容器が段階的に充填されます。
Micropilot でレベルが検出されます。 対応する体積 / 質量を入力する必要があ り ます。

この手順は、 手動のテーブル入力と似ています。 この場合、 テーブルのポイ ン ト ご と のレベル
値が機器から自動的に与え られます。

! 注意 ! 
タ ン ク を空にする場合は、 以下の点にご注意 く ださい ：

• ポイ ン ト の数があ らかじめ、 わかっている必要があ り ます。

• 最初のテーブル番号  = （32 - ポイ ン ト 数） です。

• "" ﾃｰﾌﾞﾙ "；テーブル No."（043）の入力は、 降順 （最後の入力 = 1） に行われます。

" ﾃｰﾌﾞﾙ ｵﾝ "；テーブルオン

この機能を有効にする と、 入力済みの リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルだけが有効にな り ます。

" ﾃｰﾌﾞﾙ ｸﾘｱ "；テーブル クリア

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルに入力する前に、 既存のテーブルは、 いずれも削除する必要が
あ り ます。 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンモード が自動的に リ ニアに切 り 替わ り ます。

! 注意 ! 
リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルを無効にするには、 "" ﾘﾆｱ "；リニア " または "" ﾏｸﾗ ﾀﾝｸ "；枕タン
ク " （または "" ﾚﾍﾞﾙ / ｱﾚｰｼﾞ "；レベル／アレージ "（040）機能 = "" ﾚﾍﾞﾙ ｷｮﾘﾀﾝｲ "；レベル 距離単位
"、"" ｱﾚｰｼﾞ ｷｮﾘｰﾀﾝｲ "；アレージ 距離単位 "） を選択し ます。 テーブルは削除されません。"" ﾃｰﾌﾞﾙ 
ｵﾝ "；テーブルオン " を選択する と いつでも、 も う 一度有効にする こ と ができ ます。

6.3 機能 "" ﾕｰｻﾞｰ ﾀﾝｲ " ； ユーザー単位 " (042)

この機能を使用する と、 ユーザー単位を選択する こ と ができ ます。

選択：

• %
• L
• "hl" ； ヘク ト リ ッ ト ル
• m3
• dm3
• cm3
• ft3
• "usgal" ； 米ガロ ン
• "i gal" ； 英ガロ ン
• "kg" ； キ ロ グ ラ ム
• T
• "lb" ； ポン ド
• "ton" ； ト ン
• "m" ； メ ー ト ル
• "ft" ； フ ィ ー ト
• "mm" ； ミ リ メ ー ト ル
• "inch" ； イ ンチ

関連

以下のパラ メ ータの単位が変化し ます。

• " ｿｸﾃｲﾁ " ； 測定値 (000)
• " ﾖｳﾘｮｳ " ； 容量入力 (045)
• "max. ｽｹｰﾙ " ； 最大ス ケール (046)
• " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾁ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン値 (066)
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6.4 機能 "" ﾃｰﾌﾞﾙ " ； テーブル No." (043)

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルの対になる値の位置です。

関連

"" ﾚﾍﾞﾙ "；レベル入力 "（044）、 "" ﾖｳﾘｮｳ "；容量入力 "（045）が更新されます。

6.5 機能 "" ﾚﾍﾞﾙ " ； レベル入力 " (044)

この機能を使用する と、 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンカーブのポイ ン ト ご と に、 レベルを入力する こ
と ができ ます。 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンカーブを半自動で入力する と きは、 レベルが自動的に検
出されます。

ユーザ入力：

レベルが、 選択し た "" ﾚﾍﾞﾙ ｷｮﾘﾀﾝｲ "；レベル 距離単位 "（0C5）で示されます。
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6.6 機能 "" ﾖｳﾘｮｳ " ； 容量入力 " (045)

この機能を使用する と、 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンカーブのポイ ン ト ご と に、 体積を入力する こ と
ができ ます。

ユーザ入力：

体積が、 "" ﾕｰｻﾞｰ ﾀﾝｲ "；ユーザー単位 "（042）で示されます。

6.7 機能 ""max. ｽｹｰﾙ " ； 最大スケール " (046)

この機能を使用する と、 測定範囲の最終値を入力する こ と ができ ます。 "" ﾘﾆｱ "；リニア " または
"" ﾏｸﾗ ﾀﾝｸ "；枕タンク " （"" ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ "；リニアライゼーション "（041）機能） を選択し た場
合に、 この入力を行 う 必要があ り ます。

6.8 機能 "" ﾖｳｷ ﾁｮｯｹｲ " ； 容器直径 " (047)

この機能では、 容器の直径を入力し ます。 "" ﾏｸﾗ ﾀﾝｸ "；枕タンク " （"" ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ "；リニアライ
ゼーション "（041）機能） を選択し た場合に、 こ の入力を行 う 必要があ り ます。
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7 機能グループ "" ｶｸﾁｮｳ ｾｯﾃｲ " ； 拡張設定 " (05)

7.1 機能 "" ｾﾝﾀｸ " ； 選択 " (050)

拡張設定の機能を選択し ます。

選択：

• " ｷｮｳﾂｳ "；共通（例えば " ﾚﾍﾞﾙｺﾚｸｼｮﾝ "；レベルコ レ ク シ ョ ン "、"" ｼｭﾂﾘｮｸ ｾｷﾌﾞﾝ "；出力積分 "、

" ｱﾝﾃﾅｼﾝﾁｮｳﾊﾟｰﾂ " ； アンテナ伸長パーツ " など）
• " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ " ； マ ッ ピング

• " ﾏｯﾌﾟ ｶｸﾁｮｳ " ； 拡張マ ッ ピング

7.2 機能 "" ｷｮﾘ ｶｸﾆﾝ " ； 距離確認 "(051)

この機能では、 反射 ノ イ ズのマ ッ ピング開始の準備モード に入 り ます。 それには、 測定対象物
表面までの計測距離を、 実際の距離と比較する必要があ り ます。 以下のオプシ ョ ンを選択する
こ と ができ ます ：

選択：

• " ｷｮﾘ = ok" ； 距離 = OK

• " ｷｮﾘ ﾁｲｻｽｷﾞﾙ " ； 距離小さすぎる

• " ｷｮﾘ ｵｵｷｽｷﾞﾙ " ； 距離大きすぎる

• " ｷｮﾘ ﾌﾒｲ " ； 距離不明

• " ﾏﾆｭｱﾙ " ； マニュ アル
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" ｷｮﾘ = ok"；距離 = OK
• 現在測定されている反射ノ イ ズのレベルまでのマ ッ ピングが行われます。

• 抑制すべき範囲が、 "" ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ "；マッピングレンジ（052）" 機能に示されます。

この場合でも、 マ ッ ピングを実行する よ う お勧めし ます。

" ｷｮﾘ ﾁｲｻｽｷﾞﾙ " ； 距離小さすぎる
• こ の時点で、 反射ノ イ ズが検出されています。

• し たがって、 現在測定されている反射ノ イ ズのレベルを含んでマ ッ ピングが行われます。

• 抑制すべき範囲が、 "" ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ "；マッピングレンジ（052）" 機能に示されます。

" ｷｮﾘ ｵｵｷｽｷﾞﾙ " ； 距離大きすぎる
• 反射ノ イ ズのマ ッ ピングでは、 こ のエラーは改善する こ と ができ ません。

• アプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ータ（002）、（003）、（004）および "" ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ "；空調整 "（005）を

チェックしてください。

" ｷｮﾘ ﾌﾒｲ " ； 距離不明

実際の距離が不明の場合、 マ ッ ピングを行 う こ と はでき ません。

" ﾏﾆｭｱﾙ "；マニュアル

マ ッ ピングは、 抑制するべき範囲をマニュ アル入力し て も可能です。 この入力は、
"" ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ "；マッピングレンジ（052）" 機能で行います。

" 警告 !

マ ッ ピングレンジは、 実際のレベル反射よ り  0.5 m 手前まで とする必要があ り ます。 空タ ン ク で
は、 E ではな く  E -0.5 m を入力し て く ださい。

マ ッ ピングがすでにあ る場合は、 それが " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ "；マッピングレンジ（052）で指定し た
距離まで上書き されます。 この値以上の既存のマ ッ ピングは、 そのま ま変更されません。

7.3 機能 "" ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ " ； マ ッ ピングレンジ " (052)

この機能では、 マ ッ ピングの推奨レンジが表示されます。 基準点は常に、 測定基準点 
（→ 2 ページ） です。 こ の値は、 オペレータが編集する こ と ができ ます。

マニュ アルマ ッ ピングでは、 デフ ォル ト 値は 0 m です。

7.4 機能 "" ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ｶｲｼ " ； マ ッ ピング開始 " (053)

この機能は、 " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ "；マッピングレンジ（052）に示される距離までの反射ノ イ ズのマ ッ
ピングを開始するために使用し ます。

選択：

• " ｵﾌ "；オフ  マ ッ ピングは行われません

• " ｵﾝ " ； オン  マ ッ ピングが開始されます

マ ッ ピング処理中は、 メ ッ セージ " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ﾍ ｷﾛｸ "；マッピングへ記録 " が表示されます。

" 警告 !
マ ッ ピングは、 本機器がエラー状態でない場合に限って記録されます。
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7.5 機能 "" ｹﾞﾝ ﾏｯﾌﾟ ｷｮﾘ " ； 現マ ッ プ距離 " (054)

マ ッ ピング記録済みの距離が表示されます。

値 0 は、 これまでマ ッ ピングが記録された こ と がないこ と を示し ます。

7.6 機能 "" ｶｽﾀﾏｰﾀﾝｸﾏｯﾌﾟ " ； カス タ マータ ン クマ ッ プ " (055)

この機能は、 カ ス タマー･タ ン ク･マ ッ ピングを使用し て評価モード を表示し ます。

選択：

• " ｲﾝｱｸﾃｨﾌﾞ " ； 停止中

• " ｱｸﾃｨﾌﾞ " ； 作動中

• " ﾘｾｯﾄ " ； リ セ ッ ト

" インアクティブ "；停止中

タ ン ク マ ッ ピングが記録されていない、 またはマ ッ プがオフになっています。 
評価は、 FAC （→ 74 ページ） だけを使用し ます。

" ｱｸﾃｨﾌﾞ "；作動中

評価は、 カ ス タマータ ン ク マ ッ ピング （→ 73 ページ） を使用し ます。

" ﾘｾｯﾄ "；リセット

タ ン ク マ ッ プ一式を削除し ます。
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7.7 機能 "" ﾊﾝｼｬ ｷｮｳﾄﾞ " ； 反射強度 " (056)

反射強度は、 測定信頼性の指標です。 これは、 反射されたエネルギー量を示し、 主 と し て以下
の条件に依存し ます ：

• 測定物の比誘電率

• 表面特性 （波、 気泡等）

• センサ と測定物と の間の距離

値が低い と、 動きの激しい液面、 気泡、 長い測定距離などの測定条件の変化によ って反射が失
われる確率が増し ます。

" 警告 !

反射強度は、 Micropilot の向きによ って改善する こ と ができ ます （→ 80 ページ）。

7.8 機能 "" ｵﾌｾｯﾄ " ； オフセ ッ ト " (057)

この機能は、 測定レベルを一定の値だけ補正し ます。 入力し た値が、 測定レベルに追加されま
す。

7.9 機能 "" ｼﾝﾁｮｳ ｱﾝﾃﾅ " ； 伸長アンテナ " (0C9)

この機能はアンテナ伸長の長さ を示し ます。 アンテナ伸長の長さは注文時のセンサオプシ ョ ン
によ って決ま り ます。 納入時の値をそのま ま使用し て く ださい。
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7.10 機能 "" ｼｭﾂﾘｮｸ ｾｷﾌﾞﾝ " ； 出力積分 " (058)

出力の急激なレベル変化への応答に必要な時間 （レベルのステ ッ プ変化に対し出力が変化の 63%
に追従する時間） を変更し ます。 値を高 く する と、 例えば測定変数の急速な変更の影響が低減
されます。

ユーザ入力：

0 ～ 255 秒

デフ ォル ト 値は、 選択し たアプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ーター "" ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ "；タンク形状 "（002）、
"" ｿｸﾃｲﾌﾞﾂ ﾄｸｾｲ "；測定物特性 "（003）、 "" ﾌﾟﾛｾｽ ｺﾝﾃﾞｼｮﾝ "；プロセスコンデション "（004）に
よ って決ま り ます。

7.11 機能 "" ﾌｶﾝﾁｷｮﾘ " ； 不感知距離 " (059)

アンテナの近 く に構造体、 溶接接合部、 または支柱からの強い反射があ る場合は、 アンテナの
先端下の範囲を抑制する こ と ができ ます。

• 不感知距離は、 プロセス接続の下縁からの寸法です。 通常、 抑制範囲はアンテナ先端までで

す （→ 29 ページの図参照）。
• こ の不感知距離内では、 すべての反射が抑制されます。

• 液面反射がおそら く 抑制される可能性があ るので （使用可能なその他の重要な反射がない と

は限ら ない）、 10 cm の長さ の安全距離が抑制範囲の前に配置されます （→ 29 ページの
"" ｱﾝｾﾞﾝ ｷｮﾘ "；安全距離 "（015）機能を参照）。

• 測定物がこ のゾーン （安全距離） 内にあ る と きに、 状況に応じ て応答する よ う に Micropilot を

ユーザー設定する こ と ができ ます （→ 29 ページ）。
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8 機能グループ "" ｼｭﾂﾘｮｸ " ； 出力 " （06）

8.1 機能 "" ﾂｳｼﾝｱﾄﾞﾚｽ " ； 通信ア ド レス " （060）

この機能を使用し て、 本機器の通信ア ド レ ス を入力し ます。

• 標準 ： 1

• マルチ ド ロ ッ プ ： 1 ～ 15

マルチ ド ロ ッ プモード では、 出力電流のデフ ォル ト 値は 4 mA です。 これは、 機能
"" ｺﾃｲﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ "；固定電流出力値 "（064）で変更する こ と ができ ます。

8.2 機能 "" ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ No." ； プ リ アンブル No." （061）

この機能を使用し て、 HART プロ ト コルのプ リ アンブル番号を入力し ます。

通信に問題があ る " 質の悪い " ラ イ ンでは、 この値を大き く する こ と をお勧めし ます。

8.3 機能 "" ｼｭﾂﾘｮｸﾁ ﾉ ｼｷｲ " ； 出力の下限 " （062）

この機能を使用し て、 負のレベル値の出力を抑制する こ と ができ ます。

選択：

• " ｵﾌ " ； オフ最小出力 -10% （3.8 mA、 HART）

• " ｵﾝ " ； オン最小出力 0% （4 mA、 HART）
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8.4 機能 "" ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ " ； 電流出力モー ド " （063）

この機能を使用し て、 HART デバイ スの電流出力モード を指定し ます。

選択：

• " ﾋｮｳｼﾞｭﾝ "；標準

• " ﾃﾞﾝﾘｭｳﾀｰﾝﾀﾞｳﾝ " ； 電流ターンダウ ン

• " ｺﾃｲｻﾚﾀﾃﾞﾝﾘｭｳ " ； 固定された電流

" ﾋｮｳｼﾞｭﾝ "；標準

測定範囲全体 （0 ～ 100%） が、 電流区間 （4 ～ 20 mA） にマ ッ ピング されます。

" ﾃﾞﾝﾘｭｳﾀｰﾝﾀﾞｳﾝ "；電流ターンダウン

測定範囲の一部分だけが、 電流区間 （4 ～ 20 mA） にマ ッ ピング されます。 関連する範囲を定義
するには、 機能 ""4mA ﾁ "；4mA 値 "（068） と ""20mA ﾁ "；20mA 値 " （069）を使用し ます。

" ｺﾃｲｻﾚﾀﾃﾞﾝﾘｭｳ "；固定された電流

電流が固定されます。 実際の測定値は、 HART 信号だけによ って転送されます。 この電流値は、
"" ｺﾃｲﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸﾁ "；固定電流出力値 "（064）機能で定義されます。

例 ：

8.5 機能 "" ｺﾃｲﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ " ； 固定電流出力値 " （064）

この機能で、 固定電流出力を設定し ます。 "" ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ "；電流出力モード "（063） 機能
で "" ｺﾃｲｻﾚﾀﾃﾞﾝﾘｭｳ " ； 固定された電流 " をオン し た場合に、 この機能が必要です。

ユーザ入力：

3.8 ～ 20.5 mA
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8.6 機能 "" ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン " (065)

必要な ら、 シ ミ ュ レーシ ョ ン機能を使用し て、 リ ニア ラ イゼーシ ョ ン、 出力信号、 および電流
出力を試験する こ と ができ ます。 以下のシ ミ ュ レーシ ョ ンオプシ ョ ンがあ り ます ：

選択：

• " ｼｭﾐｭﾚｰｼｮﾝ ｵﾌ "；シミュレーションオフ

• " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝﾚﾍﾞﾙ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ンレベル

• " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝﾖｳﾘｮｳ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン容量

• " ｼｭﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾃﾞﾝﾘｭｳ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン電流

" ｼｭﾐｭﾚｰｼｮﾝ ｵﾌ "；シミュレーションオフ

シ ミ ュ レーシ ョ ンがオフにな り ます。

" ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝﾚﾍﾞﾙ "；シミュレーションレベル

"" ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾁ "；シミュレーション値 "（066）に、 レベル値を入力し ます。

機能

• " ｿｸﾃｲﾁ " ； 測定値 (000)

• " ｿｸﾃｲ ﾚﾍﾞﾙ " ； 測定レベル (0A6)

• " ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ ﾁ " ； 電流出力値 " （067）

入力された値に従います。

" ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝﾖｳﾘｮｳ "；シミュレーション容量

"" ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾁ "；シミュレーション値 "（066）に体積値を入力し ます。

機能

• " ｿｸﾃｲﾁ " ； 測定値 (000)

• " ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ ﾁ " ； 電流出力値 " （067）

入力された値に従います。

" ｼｭﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾃﾞﾝﾘｭｳ "；シミュレーション電流

"" ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾁ "；シミュレーション値 "（066）に電流値を入力し ます。

機能

• " ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ ﾁ " ； 電流出力値 " （067）

入力された値に従います。
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8.7 機能 "" ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾁ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン値 " (066)

"" ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ "；シミュレーション "（065）機能で "" ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝﾚﾍﾞﾙ "；シミュレーションレベル " オ
プシ ョ ンを選択後、 以下の メ ッ セージがデ ィ スプレ イに表示されます ：

"" ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ "；シミュレーション "（065）機能で "" ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝﾎﾞﾘｭｰﾑ "；シミュレーションボリュー
ム " オプシ ョ ンを選択後、 以下の メ ッ セージがデ ィ スプレ イに表示されます ：

"" ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ "；シミュレーション "（065）機能で "" ｼｭﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾃﾞﾝﾘｭｳ "；シミュレーション電流 "
オプシ ョ ンを選択後、 以下の メ ッ セージがデ ィ スプレ イに表示されます ： 

8.8 機能 "" ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ ﾁ " ； 電流出力値 " （067）

出力電流が mA 単位で表示されます。

8.9 機能 ""4mA ﾁ " ； 4mA 値 " （068）

この機能では、 電流出力が 4 mA になる レベル （または体積、 質量、 流量） を入力し ます。 この
値は、 "" ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ "；電流出力モード "（063）機能で、 オプシ ョ ン "" ﾃﾞﾝﾘｭｳ ﾀｰﾝﾀﾞｳﾝ " ；
電流ターンダウ ン " を選択し た場合に使用されます。

8.10 機能 ""20mA ﾁ " ； 20mA 値 " （069）

この機能では、 電流出力が 20 mA になる レベル （または体積、 質量、 流量） を入力し ます。 
この値は、 "" ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ "；電流出力モード "（063）機能で、 オプシ ョ ン "" ﾃﾞﾝﾘｭｳ 
ﾀｰﾝﾀﾞｳﾝ " ； 電流ターンダウ ン " を選択し た場合に使用されます。

 レベルを入力する こ と ができ ます。

ENDRESS + HAUSER
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 体積を入力する こ と ができ ます。

ENDRESS + HAUSER
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 電流出力値を入力し ます。

ENDRESS + HAUSER

E+–

 シ ミ ュ レーシ ョ ン作業の終了時は "" ｵﾌ " ； オフ "

を選択する よ う にし て く ださ い。

ENDRESS + HAUSER
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9 機能グループ "" ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ " ； 反射波形 " (0E)

" 警告 !

この機能は、 本体デ ィ スプレ イでのみ行 う こ と ができ ます！

9.1 機能 "" ﾌﾟﾛｯﾄｾｯﾃｲ " ； プロ ッ ト 設定 " (0E1)

LCD に表示する波形情報を選択し ます ：

• 反射波形

• " ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ +FAC" ； 反射波形 +FAC （FAC については、 → 74 ページを参照）

• " ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ + ｶｽﾀﾏｰﾏｯﾌﾟ " ； 反射波形 + カ ス タマー･タ ン ク･マ ッ ピング （すなわち、 カス タ

マー･タ ン ク･マ ッ ピング も表示されます）

9.2 機能 "" ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ ﾖﾐｺﾐ " ； 反射波形の読み込み " (0E2)

この機能では、 反射波形の読み込みを、 以下のどち らの方式で行 う か定義し ます。

• " ｲｯｶｲ ﾉ ﾖﾐｺﾐ "；1 回のみの読み込み 

または 

• " ｼﾞｭﾝｶﾝ ﾖﾐｺﾐ " 循環に読み込み

! 注意 ! 
循環読み込みモード がデ ィ スプレ イで有効になっている場合は、 測定変数の更新サイ クル時間
が遅 く な り ます。 し たがって、 測定点の最適化完了後、 反射波形モード を解除する よ う お勧め
し ます。

! 注意 ! 
液面反射が非常に弱 く 、 ノ イ ズ反射が強い場合の測定では、 Micropilot の向きを変え る と、 有用
な反射波形が強ま り 、 ノ イ ズ反射が低減されて、 最適化に役立つ場合があ り ます （→ 80 ページ
を参照）。


ENDRESS + HAUSER

E+–


ENDRESS + HAUSER

E+–


ENDRESS + HAUSER

E+–



9 機能グループ "" ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ " ； 反射波形 " (0E) Micropilot S FMR540

56 Endress + Hauser

9.3 機能 "" ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ ﾋｮｳｼﾞ " ； 反射波形表示 " （E3）

この機能では、 反射波形が表示されます。 以下の情報を取得でき ます ：

反射波形表示の移動

ナビゲーシ ョ ンを使用する と、 反射波形を水平方向 と垂直方向にスケー リ ング し、 左右にシフ
ト させる こ と ができ ます。 有効なナビゲーシ ョ ンモード が、 デ ィ スプレ イの左上隅にシンボル
で示されます。

水平ズームモード

まず、 反射波形表示にし ます。 次に O キーまたは S キーを押し て、 反射波形ナビゲーシ ョ ンに

切 り 替えます。 これで水平ズームモード にな り ます。  または  が表示されます。

以下のシ ミ ュ レーシ ョ ンオプシ ョ ンがあ り ます ：

• O キーで水平方向に拡大されます。

• S キーで水平方向に縮小されます。

…

-.�

- 

-

- 

-

- 

OS
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移動モード

次に、 F キーを押すと移動モード に切 り 替わ り ます。  または  が表示されます。

以下のシ ミ ュ レーシ ョ ンオプシ ョ ンがあ り ます ：

• O キーで波形が右方向に移動し ます。

• S キーで波形が左方向に移動し ます。

垂直ズームモード

F キーを も う 一度押すと、 垂直ズームモード に切 り 替わ り ます。  が表示されます。

以下のシ ミ ュ レーシ ョ ンオプシ ョ ンがあ り ます ：

• O キーで垂直方向に拡大されます。

• S キーで垂直方向に縮小されます。

デ ィ スプレ イのア イ コ ンによ って、 現在のズーム倍率が示されます （  ～ ）。

ナビゲーションの終了
• 反射波形ナビゲーシ ョ ンの異なるモード に移動するには、 F キーを も う 一度押し ます。

• ナビゲーシ ョ ンを終了するには、 O キーおよび S キーを押し ます。 設定し た倍率と移動は保

持されます。 " ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ ﾖﾐｺﾐ "；反射波形読み込み (0E2) 機能を も う 一度有効にし た場合に標準
表示が再び使用されます。

OS

OS


 3 秒後、 以下の メ ッ セージが表示されます。

ENDRESS + HAUSER
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10 機能グループ "" ﾋｮｳｼﾞﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ ”；表示デ ィ スプレ イ " 
(09)

10.1 機能 "" ｹﾞﾝｺﾞ " ； 言語 " (092)

デ ィ スプレ イの言語を選択し ます。

選択：

• "English" ； 英語

• "Deutsch" ； ド イ ツ語

• "Français" ； フ ラ ン ス語

• "Español" ； スペイ ン語

• "Italiano" ； イ タ リ ア語

• "Nederlands" ； オラ ンダ語

•  （" ﾆﾎﾝｺﾞ " ； カ タ カナ、 日本語） 

 
注意 ! 
日本語のサポー ト が無いオペレーテ ィ ングシステムでツールを使用する と、 "????." しか表示
されません。

関連
すべてのテキス ト が変更されます。

" 警告 !

この機能は、 Commuwin II では表示されません

10.2 機能 "" ﾎｰﾑ ﾍ ﾓﾄﾞﾙ " ； ホームへ戻る " (093)

指定時間の間、 デ ィ スプレ イに入力が行われない と、 表示が測定値表示に戻 り ます。

9999 秒にする と、 表示は戻 り ません。

ユーザ入力：

3 ～ 9999 秒

工場出荷設定 = 100 秒

" 警告 !

この機能は、 Commuwin II では表示されません


ENDRESS + HAUSER
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10.3 機能 "" ﾋｮｳｼﾞ ｹｲｼｷ " ； 表示形式 " (094)

デ ィ スプレ イ表示形式を選択し ます。

選択：

• "10 ｼﾝﾎｳ "；10 進法

• "ft-in-1/16" ； " フ ィ ー ト - イ ンチ -1/16"

"10 ｼﾝﾎｳ "；10 進法

測定値がデ ィ スプレ イに 10 進形式で表示されます （例えば 10.70%）。

"ft-in-1/16"；" フィート - インチ -1/16"

測定値が、 例えば 5'05-14/16" などの形式で表示されます。

このオプシ ョ ンは、 "" ｷｮﾘ ﾀﾝｲ "；距離単位 "（0C5）が ""ft"；フィート " と ""in"；インチの場合
に限って使用する こ と ができ ます。

" 警告 !

この機能は、 Commuwin II では表示されません

10.4 機能 "" ｼｮｳｽｳﾃﾝ ｲｶ ﾉ ｹﾀ " ； 小数点以下の桁 " (095)

選択：

• x

• x.x

• x.xx

• x.xxx

10.5 機能 "" ｼｮｳｽｳﾃﾝﾉｷｬﾗｸﾀｰ " ； 小数点のキャ ラ ク ター " (096)

選択：

• .

• ,

.

小数点の位置が、 ピ リ オ ド によ って分け られます。

,

小数点の位置が、 カンマによ って分け られます。


ENDRESS + HAUSER
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10.6 機能 "" ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ ﾃｽﾄ " ； デ ィ スプレ イテス ト " (097)

画面画素がすべてオン し ます。 LCD 全体が暗 く なれば、 適切に機能し ています。

" 警告 !

この機能は、 本体デ ィ スプレ イでのみ行 う こ と ができ ます！


ENDRESS + HAUSER
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 3 秒後、 以下の メ ッ セージが表示されます。
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11 機能グループ "" ｼﾝﾀﾞﾝ " ； 診断 " (0A)

"" ｼﾝﾀﾞﾝ "；診断 " 機能グループでは、 エラー メ ッ セージを表示し、 確定する こ と ができ ます。

エラーのタイプ

設定または測定中に発生し たエラーは、 現場表示器に直ちに表示されます。 2 個以上のシステム
/ プロセスエラーが発生し た場合は、 も っ と も優先度の高いエラーがデ ィ スプレ イに表示されま
す。

この計測システムでは、 2 種類のエラーが識別されます ：

• A（アラーム）： 

機器は所定の状態にな り ます （例えば、 最大）。 

常灯の  シンボルで示されます。 

（コード の説明については、 → 76 ページ を参照）
• W（警報）： 

機器は測定を継続し、 エラー メ ッ セージが表示されます。 

点滅する  シンボルで示されます。 

（コード の説明については、 → 76 ページ を参照）
• E（アラーム / 警報）： 

設定可能 （例えば、 反射な し、 安全距離内のレベルなど） 

常灯 / 点滅の  シンボルで示されます。 

（コード の説明については、 → 76 ページ を参照）

エラーメッセージ

エラー メ ッ セージが、 デ ィ スプレ イに 4 行のテキス ト で表示されます。 同時にエラーコード も
表示されます。 エラーコード の説明については、 → 76 ページ を参照し て く ださい。

• "" ｼﾝﾀﾞﾝ "；診断（0A）" 機能グループに、 現在のエラーと、 最後に発生し たエラーを表示させ

る こ と ができ ます。
• 現在のエラーが複数発生し ている と きは、 O キーまたは S キーを使用し て、 エラー メ ッ セー

ジのページを切 り 換えます。
• 最後に発生し たエラーは、 "" ｼﾝﾀﾞﾝ "；診断（0A）" 機能グループの 

機能 "" ｾﾞﾝｶｲﾉｴﾗｰﾉ ｼｮｳｷｮ "；前回のエラーの消去 "（0A2）を使用し て削除する こ と ができ ます。


ENDRESS + HAUSER
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11.1 機能 "" ｹﾞﾝｻﾞｲ ﾉ ｴﾗｰ " ； 現在のエラー " (0A0)

この機能では、 現在のエラーが表示されます。

現在のエラーが複数発生し ている と きは、 O キーまたは S キーを使用し て、 エラー メ ッ セージ
のページを切 り 換えます。

11.2 機能 "" ｾﾞﾝｶｲ ﾉ ｴﾗｰ " ； 前回のエラー " (0A1)

この機能では、 最後のエラーが表示されます。

11.3 機能 "" ｾﾞﾝｶｲﾉｴﾗｰﾉ ｼｮｳｷｮ " ； 前回のエラーの消去 " (0A2)

選択：

• " ｲｼﾞ "；維持

• " ｻｸｼﾞｮ " ； 削除


ENDRESS + HAUSER
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11.4 機能 "" ﾘｾｯﾄ " ； リ セ ッ ト " (0A3)

" 警告 !

リ セ ッ ト を行 う と、 本機器が工場出荷時の設定に戻 り ます。 これによ って、 測定が正常に機能
し な く な る こ と があ り ます。 リ セ ッ ト 後は、 基本設定を も う 一度行 う よ う にし て く ださい。

リ セ ッ ト は、 以下の場合に限って必要にな り ます ：

• 本機器が機能し な く なった場合

• 本機器を、 あ る測定点から別の測定点に移動させる必要があ る場合

•本機器を取 り 外し、 保管後、 再び設置する場合

入力（"" ﾘｾｯﾄ "；リセット "（0A3））：

333 = ユーザパラ メ ータ （HART）

333 = ユーザパラメータ（HART）のリセット

測定履歴が未知の機器を新たなアプ リ ケーシ ョ ンに対し て使用する と きは、 この リ セ ッ ト を行
う よ う お勧めし ます ：

• Micropilot はデフ ォル ト 値に リ セ ッ ト されます。

• ユーザ固有のタ ン ク マ ッ プは削除されます。

• テーブルの値は保持されますが、" ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ "； リ ニア ラ イゼーシ ョ ンが "" ﾘﾆｱ "；リニアに

切 り 替わ り ます。 保持されたテーブルは、 "" ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ "；リニアライゼーション（04）機能
グループで、 再び有効にする こ と ができ ます。

リ セ ッ ト の影響を受ける機能の リ ス ト ： 

タ ン ク マ ッ プは、 " ｶｸﾁｮｳｾｯﾃｲ "；拡張設定（05）機能グループの "" ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ｼｮｳｷｮ "；マッピングの
消去（055）機能で リ セ ッ ト する こ と も でき ます。

測定履歴が未知の機器を新たなアプ リ ケーシ ョ ンに対し て使用する と き、 あ るいは不正な値で
不要反射マ ッ ピングを開始し た と きは、 この リ セ ッ ト を行 う よ う お勧めし ます ：

• タ ン ク マ ッ プは削除されます。 マ ッ ピングをや り なおす必要があ り ます。
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• " ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ " ； タ ン ク形状 (002) 

• " ﾍﾞｯｾﾙ / ｻｲﾛ " ； ベッ セル / サイ ロ （00A） 

• " ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ； 空 （0%） 調整 (005)

• " ﾏﾝﾀﾝ ﾁｮｳｾｲ " ； 満タ ン （スパン） 調整 (006)

• " ﾊﾟｲﾌﾟ ﾁｮｯｹｲ " ； パイプ直径 (007)

• " ｾｯﾃｲﾁ " ； 設定値 （009）

• " ｱﾗｰﾑｼﾞ ﾉ ｼｭﾂﾘｮｸ " ； ア ラーム時の出力 (010)

• " ｱﾗｰﾑｼﾞ ﾉ ｼｭﾂﾘｮｸ " ； ア ラーム時の出力 (011)

• " ｴｺｰﾅｼｼﾞﾉｼｭﾂﾘｮｸ "；エコー無し時の出力 (012)

• " ｺｳﾊﾞｲ % ｽﾊﾟﾝ /min" ； 勾配 % スパン / 分 (013)

• " ﾁｴﾝｼﾞｶﾝ " ； 遅延時間 (014)

• " ｱﾝｾﾞﾝ ｷｮﾘ " ； 安全距離 (015)

• " ｱﾝｾﾞﾝ ｷｮﾘ ﾅｲ " ； 安全距離内 (016)

• " ｹﾝｼｬｸﾃｰﾌﾞﾙ " ； 検尺テーブル （03）

• " ﾚﾍﾞﾙ / ｱﾚｰｼﾞ " ； レベル／アレージ (040)

• " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ " ； リ ニア ラ イゼーシ ョ ン (041)

• " ﾕｰｻﾞｰ ﾀﾝｲ " ； ユーザー単位 (042)

• " ﾖｳｷ ﾁｮｯｹｲ " ； 容器直径 (047)

• " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ " ； マ ッ ピングレ ンジ (052)

• " ｹﾞﾝ ﾏｯﾌﾟ ｷｮﾘ " ； 現マ ッ プ距離 (054)

• " ｵﾌｾｯﾄ " ； オフセ ッ ト  (057)

• " ｼｭﾂﾘｮｸﾁ ﾉ ｼｷｲ " ； 出力の下限 (062)

• " ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ " ； 電流出力モード （063）

• " ｺﾃｲﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ " ； 固定電流出力値 （064）

• " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン (065)

• " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾁ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン値 (066)

• "4mA ﾁ " ； 4mA 値 (068)

• "20mA ﾁ " ； 20mA 値 (069)

• " ﾋｮｳｼﾞ ｹｲｼｷ " ； 表示形式 (094)

• " ｷｮﾘ ﾀﾝｲ " ； 距離単位 (0C5)

• " ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ ﾓｰﾄﾞ " ； ダウ ン ロード モード (0C8)
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11.5 機能 "" ﾛｯｸ ｶｲｼﾞｮ ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ " ； ロ ッ ク解除パラ メ ーター " (0A4)

この機能を使用する と、 設定を ロ ッ ク / ロ ッ ク解除する こ と ができ ます。

11.5.1 設定モー ドのロ ッ ク

Micropilot は、 機器データ、 数値、 または工場出荷設定値が許可な く 変更されないよ う に、 2 通
り の方法で保護する こ と ができ ます ：

"" ﾛｯｸ ｶｲｼﾞｮ ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ "；ロック解除パラメーター " (0A4)： 
HART では値 <> 100 （99 など） を "" ﾛｯｸ ｶｲｼﾞｮ ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ "；ロック解除パラメーター " (0A4)
（"" ｼﾝﾀﾞﾝ "；診断 " (0A) 機能グループ） に入力する必要があ り ます。 ロ ッ クは、 デ ィ スプレ イに 

 シンボルで示され、 デ ィ スプレ イ または通信でも う 一度解除する こ と ができ ます。

ハードウェアロック： 
本機器は、 O キーと  S キーと F キーを同時に押す と ロ ッ ク されます。 

ロ ッ クは、 デ ィ スプレ イに  シンボルで示され、 デ ィ スプレ イで O キー と  S キーと F キーを

同時に押さ ない限り解除でき ません。 ハード ウ ェアのロ ッ クは、 通信で解除する こ と は できま
せん。

本機器がロ ッ ク されていて も、 パラ メ ータはすべて、 表示する こ と ができ ます。


ENDRESS + HAUSER

E+–


 O キーと  S キーと  F キーを同時に押す


ロ ッ ク シンボルが LCD に表示される。

ENDRESS + HAUSER

E+–
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11.5.2 設定モー ドのロ ッ ク解除

本機器がロ ッ ク されている と きに、 パラ メ ータ を変更し よ う とする と、 本機器のロ ッ ク を解除
する よ う 自動的に求められます ：

"" ﾛｯｸ ｶｲｼﾞｮ ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ "；ロック解除パラメーター " (0A4)： 
以下のロ ッ ク解除パラ メ ーターを入力する こ と によ って （デ ィ スプレ イ または通信で）
Micropilot はロ ッ クが解除されて操作可能にな り ます。

100 = HART 機器の場合

Micropilot の操作が許可されます。

ハードウェアのロック： 
O キーと S キーと  F キーを同時に押し た後、 ロ ッ ク解除パラ メ ーターを入力する よ う 求められ
ます。

100 = HART 機器の場合

" 警告 !

全センサの特性など、 特定のパラ メ ータ を変更する と、 計測システム全体の多 く の機能、 特に
測定精度に影響する こ と があ り ます。 こ う いったパラ メ ータは、 通常変更する必要はな く 、 し
たがって Endress+Hauser のサービ ス部門だけが管理し ている特殊なコード で保護されています。
不明な点については、 Endress+Hauser にお問い合わせ く ださい。

11.6 機能 "" ｿｸﾃｲ ｷｮﾘ " ； 測定距離 " (0A5)

測定距離が、 "" ｷｮﾘ ﾀﾝｲ "；距離単位 "（0C5）で選択し た単位で表示されます。

 O キーと  S キーと F キーを同時に押す 


ロ ッ ク解除コード を入力し、 F キーで確定し ま

す。
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11.7 機能 "" ｿｸﾃｲ ﾚﾍﾞﾙ " ； 測定レベル " (0A6)

測定レベルが、 "" ｷｮﾘ ﾀﾝｲ "；距離単位 "（0C5）で選択し た単位で表示されます。

11.8 機能 "" ｹﾝｼｭﾂｳｨﾝﾄﾞｳ " ； 検出ウ ィ ン ド ウ " (0A7)

検出ウ ィ ン ド ウのオン / オフ切 り 替え と、 既存の検出ウ ィ ン ド ウの リ セ ッ ト に使用し ます。

この機能をオンにする と、 ウ ィ ン ド ウが現在の液面反射の周 り に規定されます （代表的な幅 ：
1 ～ 2.5 m ； アプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ーターによ って変動する）。

このウ ィ ン ド ウは常に、 反射の上昇下降と共に移動し ます。

このウ ィ ン ド ウの範囲を超え る反射は、 一定期間無視されます。

選択：

• " ｵﾌ "；オフ

• " ｵﾝ " ； オン

• " ﾘｾｯﾄ " ； リ セ ッ ト  

こ のオプシ ョ ンの選択後、 現在のウ ィ ン ド ウが リ セ ッ ト され、 液面反射が測定範囲全体にわ
たって探索され、 新規のウ ィ ン ド ウが、 現在の液面反射の周 り に定義されます。
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11.9 機能 "" ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ "；アプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ーター" 
(0A8)

"" ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ "；タンク形状 "（002）、 "" ｿｸﾃｲﾌﾞﾂ ﾄｸｾｲ "；測定物特性 "（003）および "" ﾌﾟﾛｾｽ 
ｺﾝﾃﾞｼｮﾝ "；プロセスコンデション "（004）のアプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ーターによ って決ま る設
定の 1 つが変化し たかど う か表示されます。

例えば、 "" ｼｭﾂﾘｮｸ ｾｷﾌﾞﾝ "；出力積分 "（058）が変化し た場合、 "" ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ "；アプリ
ケーションパラメーター " に "" ﾍﾝｺｳｽﾞﾐ "；変更済み " が表示されます。

選択：

• " ﾐﾍﾝｺｳ "；未変更

• " ﾍﾝｺｳｽﾞﾐ " ； 変更済み

11.10 機能 "" ﾎｾﾞｲﾓｰﾄﾞ " ； 保税モー ド " （0A9）

こ こ では機器の校正モード を表示し ます。 この校正モード の作動は、 電子部品上にあ るハード
ウ ェアのセキ ュ リ テ ィ ロ ッ ク で設定する こ と ができ ます （→ 7 ページ）。

選択：

• " ｲﾝｱｸﾃｨﾌﾞ "；停止中

• " ｱｸﾃｨﾌﾞ (+)" ； 作動中 （+）

• " ｱｸﾃｨﾌﾞ (-)" ； 作動中 （-）

" ｲﾝｱｸﾃｨﾌﾞ "；停止中

保税モード は停止中です （保税モード のス イ ッチは開状態、 → 9 ページ）

" ｱｸﾃｨﾌﾞ (+)"；作動中（+）

保税モード （機器が鉛封印され、 mm 単位の精度を備え る） が作動中です。 このモード は保持さ
れます。

" ｱｸﾃｨﾌﾞ (-)"；作動中（-）
保税モード （機器が鉛封印され、 mm 単位の精度を備え る） が作動中ですが、 このモード は保持
されません。 その理由には、 例えば SN 比が 10 dB よ り 小さいこ と などがあ り ます （"" ﾊﾝｼｬ 
ｷｮｳﾄﾞ "；反射強度 "（056）機能 （"" ｶｸﾁｮｳ ｾｯﾃｲ "；拡張設定 "（05）機能グループ） を参照）。
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 3 秒後、 以下の メ ッ セージが表示されます。

ENDRESS + HAUSER

E+–



12 機能グループ "" ｼｽﾃﾑ ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ " ； システムパラ メ ーター " (0C) Micropilot S FMR540

68 Endress + Hauser

12 機能グループ "" ｼｽﾃﾑ ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ " ； システムパラ メ ー
ター " (0C)

12.1 機能 "" ﾀｸﾞ no." ； タグ No," (0C0)

この機能を使用する と、 TAG 番号を定義する こ と ができ ます。

ユーザ入力：

• HART デバイ スは 16 文字の英数字 （8 文字は HART 共通コマン ド を使用する）

12.2 機能 "" ﾌﾟﾛﾄｺﾙ +sw-no." ； プロ ト コル +SW-No" （0C2）

この機能には、 プロ ト コル と、 ハード ウ ェアおよびソ フ ト ウ ェアのバージ ョ ンが表示されます ：
Vxx.yy.zz.prot。

表示：

xx ： ハード ウ ェ アバージ ョ ン 
yy ： ソ フ ト ウ ェアバージ ョ ン 
zz ： ソ フ ト ウ ェ ア リ ビジ ョ ン 
prot ： プロ ト コルタ イプ （例えば HART）

12.3 機能 "" ｿﾌﾄｳｪｱﾊﾞﾝｺﾞｳ " ； ソ フ ト ウ ェ ア番号 " (0C3)

この機能は本機器のソ フ ト ウ ェア番号を示し ます。

12.4 機能 "" ｼﾘｱﾙ NO." ； シ リ アル No." (0C4)

この機能には、 機器シ リ アルナンバが表示されます。
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12.5 機能 "" ｷｮﾘ ﾀﾝｲ " ； 距離単位 " (0C5)

この機能を使用する と、 基本距離単位を選択する こ と ができ ます。

選択：

• "m" ； メ ー ト ル

• "ft" ； フ ィ ー ト

• "mm"；ミリメートル

• "inch" ； イ ンチ

関連

m、 mm ： "" ﾋｮｳｼﾞ ｹｲｼｷ "；表示形式 "（094）は、 ""10 ｼﾝﾎｳ "；10 進法 " のみ可能です。

この単位は、 以下のパラ メ ータについて変化し ます ：

• " ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ； 空 （0%） 調整 （005）

• " ﾏﾝﾀﾝ ﾁｮｳｾｲ " ； 満タ ン （スパン） 調整 （006）

• " ﾊﾟｲﾌﾟ ﾁｮｯｹｲ " ； パイプ直径 （007） - 液体のみ

• " ｱﾝｾﾞﾝ ｷｮﾘ " ； 安全距離 (015)

• " ﾚﾍﾞﾙ " ； レベル入力 (044)

• " ﾖｳｷ ﾁｮｯｹｲ " ； 容器直径 (047)

• " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ " ； マ ッ ピングレンジ (052)

• " ｶｽﾀﾏｰﾀﾝｸﾏｯﾌﾟ " ； カス タマータ ン ク マ ッ プ (055)

• " ｵﾌｾｯﾄ " ； オフセ ッ ト  (057)

• " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾁ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン値 (066)

• " ｿｸﾃｲ ﾚﾍﾞﾙ " ； 測定レベル （0A5）

• " ｿｸﾃｲ ﾚﾍﾞﾙ " ； 測定レベル (0A6)

12.6 機能 "" ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ ﾓｰﾄﾞ " ； ダウンロー ド モー ド " (0C8)

このパラ メ ータは、 ToF Tool または Commuwinn II の設定ダウ ン ロード中に、 機器に書き込む値
を定義し ます。

選択：

• " ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾉﾐ " ； パラメータのみ

• " ﾊﾟﾗﾒｰﾀ + ｶｽﾀﾏｰﾏｯﾌﾟ " ； パラ メ ータ + カス タマー･マ ッ プ

• " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾉﾐ " ； マ ッ ピングのみ

! 注意 ! 
このパラ メ ータは、 ToF Tool で明示的に設定し ないで く ださい。 ダウ ン ロード ダ イ ア ロ グから、
さ まざまな選択肢を選択する こ と ができ ます。
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13 機能グループ "" ｻｰﾋﾞｽ " ； サービス " (0D)
"" ｻｰﾋﾞｽ " ； サービ ス " 機能グループの詳細と、 この機能 メ ニューの全体像については、
Micropilot S 向けサービ スマニュ アル （準備中） を参照し て く ださい。

13.1 ソ フ ト ウ ェ アの履歴

ソフトウェアバージョン / 日付 ソフトウェア変更 文書変更

V 01.01.00 / 10.2006 オ リ ジナルの ソ フ ト ウ ェア

操作手段 ：

– ToF Tool （バージ ョ ン 4.6 以上）

– HART コ ミ ュ ニケータ DXR375 

（Rev. 1, DD 1）

V 01.01.02 / 07.2009 パラ ボ ラ アンテナ適合
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14 反射波形

14.0.1 FieldCare による反射波形

反射波形による信号解析

本体デ ィ スプレ イでの反射波形表示については、 55 ページ以降を参照し て く ださい。
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14.0.2 タ ン クマ ッ ピング

反射波形の生成

距離に応じ て、 周波数約 26 GHz の電磁波には、 1 ns ～ 270 ns の飛行時間 （Time of Flight） が必
要です。 反射し た信号は、 サンプ リ ングプロセスによ って、 およそ 0.3 ms ～ 44 ms に拡張され
ます。

サンプ リ ング係数は、 26 GHz では 164 660 にな り ます。 その結果得られる搬送周波数は 158 kHz
（26 GHz 時） にな り ます。

このよ う に生成された反射波形は、 復調され、 対数スケールに処理され、 増幅され、 最終的に
デジ タル化され、 マイ ク ロプロセ ッ サによ り 評価されます。

発生順に、 反射波形の構成は、 送信パルス と、 電気的残響 と、 1 つまたは複数の反射と にな り ま
す。

最大測定時間は、 最大測定距離によ って決ま り ます。 その後、 次のサイ クルが送信パルスから
始ま り ます。

反射波形を、 現場表示器で表示する こ と ができ ます。 それには、 機能 09C を操作 メ ニューで選
択し ます。 この表示は、 機能 09A と  09B で設定する こ と ができ ます。 さ らに、 ラ ッ プ ト ッ プコ
ンピ ュータ または PC を Endress+Hauser 製ソ フ ト ウ ェア “FieldCare” およびイ ン ターフ ェースア
ダプタ と組み合わせて、 反射波形の表示と評価に使用する こ と ができ ます。 ハード ウ ェ ア と ソ
フ ト ウ ェアの要件は、 イ ン ターネ ッ ト で確認でき ます （www.endress.com » お住まいの国を選択 
» FieldCare を検索 » FieldCare » 技術データ）。

1 図式的な反射波形によ る タ ン クの例
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タンクマッピング

タ ン ク内部で ノ イ ズ反射をマ ッ ピングする必要があ る場合があ り ます。 このマ ッ ピングは、 空
のタ ン ク で行 う よ う お勧めし ます。 このよ う にマ ッ ピング し て、 タ ン ク内の設置物が原因で生
じ得る ノ イ ズ反射がすべて検出され、 メ モ リ に保存されます。

これで意味のあ る反射だけがタ ン ク マ ッ プから抽出され、 評価されます。

マ ッ ピングは、 タ ン ク が空でない場合でも、 そのレベルまたは定義された距離まで行 う こ と も
でき ます。 ただし、 レベルがマ ッ ピング距離よ り も下がった場合は、 追加の反射によ って測定
が妨げられる可能性があ り ます。
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FAC（フローティングƂ アベレージƂ カーブ）

FAC は、 タ ン ク マ ッ プに似ていますが、 マ ッ プ自体を、 タ ン ク内で変化する ノ イ ズ反射、 すな
わち付着物や動きの激しい液面によ って生じ る ノ イ ズ反射に自動的に適合させます。 FAC は、
小さ な ノ イ ズ反射のみを扱います。 この曲線よ り 下の信号は無視されます。

FAC までの距離がも っ と も大きい反射信号が評価されます。

FAC は、 1 回だけ記録されるのではな く 、 反射波形ご と に新たに計算されます。 し たがって、
FAC 自体が、 タ ン クの状況に連続的に適合されます。

15 ト ラ ブルシューテ ィ ング

この取扱説明書の指示に従った場合は、 Micropilot は正確に機能するはずです。 そ う でない場
合、 Micropilot には、 エラーを解析し、 修正する機能が付いています。

エラーの位置を突き止めるための体系的な手引きについては、 75 ページ以降のページ、 または
該当の取扱説明書を参照し て く ださい。
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15.1 ト ラ ブルシューテ ィ ングの手順

Micropilot S FMR 53x
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15.2 システムエラー メ ッ セージ

コード 説明 可能性のある原因 対策

A102 チェ ッ ク サムエラー 

ジェネ ラル リ セ ッ ト と、

再調整が必要

データの保管が正常終了する前に、

機器の電源をオフ し た ； EMC 問題 ；

E²PROM の欠陥

リ セ ッ ト する ； EMC 問題を回

避する ； リ セ ッ ト 後も ア ラーム

が発生する場合は、 電子部品を

交換し て く だ さい

W103 初期化中 - 待機し て く

だ さい 

E²PROM への格納がまだ完了し てい

ない

数秒間待ちます ； 警告が発生す

る場合は、 電子部品を交換し て

く ださい

A106 ダウ ン ロード中 - 待機

し て く だ さい 

データ ダウ ン ロード を処理中 警告が発生し な く な る まで待ち

ます

A110 チェ ッ ク サムエラー 

ジェネ ラル リ セ ッ ト と、

再調整が必要

データの保管が正常終了する前に、

機器の電源をオフ し た ； EMC 問題 ；

E²PROM の欠陥

リ セ ッ ト する ； EMC 問題を回

避する ； リ セ ッ ト 後も ア ラーム

が発生する場合は、 電子部品を

交換し て く だ さい

A111 電子部品の不良 RAM の不良 リ セ ッ ト する ； リ セ ッ ト 後も ア

ラームが発生する場合は、 電子

部品を交換し て く だ さい

A113 電子部品の不良 RAM の不良 リ セ ッ ト する ； リ セ ッ ト 後も ア

ラームが発生する場合は、 電子

部品を交換し て く だ さい

A114 電子部品の不良 E2PROM の不良 リ セ ッ ト する ； リ セ ッ ト 後も ア

ラームが発生する場合は、 電子

部品を交換し て く だ さい

A115 電源故障 ハード ウ ェ ア全般の問題 リ セ ッ ト する ； リ セ ッ ト 後も ア

ラームが発生する場合は、 電子

部品を交換し て く だ さい

A116 ダウ ン ロード エラー 

ダウ ン ロード を再度行

な う  

格納データチェ ッ クサムが不正 データ ダウ ンのロード を再開す

る

A121 電子部品の不良 工場出荷時の校正が存在し ない ；

E²PROM の不良

サービ スに問い合わせる

W153 初期化中 - 待機し て く

だ さい 

電子部品の初期化 数秒間待ちます ； 警告が発生す

る場合は、 機器の電源をオフ

し、 再度オンにし ます

A155 電子部品の不良 ハード ウ ェ アの問題 リ セ ッ ト する ； リ セ ッ ト 後も ア

ラームが発生する場合は、 電子

部品を交換し て く だ さい

A160 チェ ッ ク サムエラー 

ジェネ ラル リ セ ッ ト と、

再調整が必要

データの保管が正常終了する前に、

機器の電源をオフ し た ； EMC 問題 ；

E²PROM の欠陥

リ セ ッ ト する ； EMC 問題を回

避する ； リ セ ッ ト 後も ア ラーム

が発生する場合は、 電子部品を

交換し て く だ さい

A164 電子部品の不良 ハード ウ ェ アの問題 リ セ ッ ト する ； リ セ ッ ト 後も ア

ラームが発生する場合は、 電子

部品を交換し て く だ さい

A171 電子部品の不良 ハード ウ ェ アの問題 リ セ ッ ト する ； リ セ ッ ト 後も ア

ラームが発生する場合は、 電子

部品を交換し て く だ さい

A231 センサ 1 が故障 

接続をチェ ッ クする

HF モジ ュールまたは電子部品の不良 HF モジュールまたは電子部品

を交換し て く ださい

A270 封印ス イ ッ チがチェ ッ

ク位置から外れている

封印ス イ ッ チが不良の可能性があ る 封印ス イ ッ チの位置をチェ ッ ク

する。 電子部品を交換し て く だ

さい

W511 工場出荷時の校正 ch1 

が存在し ない 

工場出荷時の校正が削除された 新しい工場出荷時の校正を記録

する

W512 マ ッ ピングの記録中 待

機し て く ださい 

マ ッ ピングが作動中 ア ラームが発生し な く な る まで

数秒間待つ

表 15 - 1
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W601 リ ニア ラ イゼーシ ョ ン 

ch1 のカーブが単調でな

い 

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンが単調増加し

ていない

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブル

を訂正する

W611 ch1 に 2 つ以上の リ ニア

ラ イゼーシ ョ ンポ イ ン

ト がない

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンポ イ ン ト が 2 

点以上入力されていない

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブル

を訂正する

W621 シ ミ ュ レーシ ョ ン ch 1 

がオン 

シ ミ ュ レーシ ョ ンモード が作動中 シ ミ ュ レーシ ョ ンモード をオフ

にする

E641 ch1 に使用可能な反射が

ない 

校正をチェ ッ クする

アプ リ ケーシ ョ ン状態またはアンテ

ナへの付着物が原因で反射がな く

なった

設置をチェ ッ クする ； アンテナ

の向き を最適にする ； アンテナ

を洗浄する （取扱説明書を参

照）

E651 レベルが安全距離内に

入っている - 溢れ出し

の危険あ り

安全距離内のレベル レベルが安全距離から外れる

と、 ア ラームは消えます ；

A671 リ ニア ラ イゼーシ ョ ン 

ch1 が不完全、 使用不能

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルが編

集モード

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブル

を有効にする

W681 電流 ch1 が範囲外 電流が範囲外 （3.8 mA ～ 21.5 mA） 校正 と リ ニア ラ イゼーシ ョ ンを

チェ ッ クする

コード 説明 可能性のある原因 対策

表 15 - 1
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15.3 アプ リ ケーシ ョ ンエラー

エラー 出力 可能性のある原因 対策

警告またはアラー
ムが発生した。

設定によ って異なる エラー メ ッ セージの

表を参照  

（→ 76 ページ）

1. エラー メ ッ セージの表を参照  

（→ 76 ページ）

" ｿｸﾃｲﾁ "；測定値 
（00）が正しくない

計測距離 (008) は 

正しいか ?

" ﾊｲ " ；

はい 



1. " ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ； 空調整 (005) と  

" ﾏﾝﾀﾝ ﾁｮｳｾｲ "；満タ ン調整 (006) 

をチェ ッ クする。

2. 設置をチェ ッ クする 

 " ﾚﾍﾞﾙ / ｱﾚｰｼﾞ " ； 

    レベル／アレージ (040) 

 "max. ｽｹｰﾙ " ； 最大スケール 

    (046) 

 " ﾖｳｷ ﾁｮｯｹｲ " ； 容器直径 (047) 

 テーブルをチェ ッ クする

3. 検尺テーブルをチェ ッ クする

" ｲｲｴ " ； いいえ 
ノ イ ズ反射が検出さ

れた可能性があ る。

" ﾊｲ " ；

はい 



1. タ ン クのマ ッ ピ ングを行 う  

 " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定

" ｲｲｴ " ； いいえ 

  検尺テーブルを利用し て測定をカス

タマイ ズする

投入 / 払出時に測
定値に変化なし

設備、 ノ ズル、 また

はアンテナの伸長パ

イプからの ノ イ ズ反

射

1. タ ン クのマ ッ ピ ングを行 う  

 " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定

2. 必要な ら、 アンテナを洗浄する

3. 必要な ら、 も っ と 適し た取 り 付け

位置を選択する 

100%F m/ft

E m/ft
0% t →

D
 m

/ft
 (

00
8)

100%

0% t →
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エラー 出力 可能性のある原因 対策

液面が静かでない
場合（投入中、払
出中、攪拌器動作
中など）、測定値
が散発的に高いレ
ベルにジャンプす
る

信号が、 荒れた液面

によ って弱 く なる – 

ノ イ ズ反射が と き ど

き強 く な る

1. タ ン クのマ ッ ピングを行 う  

 " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定

2. " ﾌﾟﾛｾｽ ｺﾝﾃﾞｼｮﾝ " ； プロセス コ ン

デシ ョ ン (004) を " ｱﾚﾀ ｴｷﾒﾝ " ；

荒れた液面または " ｶｸﾊﾝｷ ｼﾖｳ "；

攪拌器使用に設定する。

3. " ｼｭﾂﾘｮｸ ｾｷﾌﾞﾝ "；出力積分 (058) 

を強める

4. 向き を最適化する  

（→ 80 ページ）

5. 必要な ら、 よ り 適し た取付位置か

つ / またはよ り 大きいアンテナを

選択する 

投入 / 払出時、測
定値が下方にジャ
ンプする

複合 ノ イ ズ反射 " ﾊｲ " ；

はい 



1. " ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ " ； タ ン ク形状 (002) 

をチェ ッ クする、例えば " ﾄﾞｰﾑｶﾞﾀ 

ﾃﾝｼﾞｮｳ "； ドーム型天井、や " ﾏｸﾗ 

ﾀﾝｸ " ； 枕タ ン ク

2. " ﾌｶﾝﾁｷｮﾘ " ； 不感知距離 (059) の

範囲で、 反射が検出されない 

 この値を適合させる

3. できれば、 設置位置を中央にし な

い 

E 641（エコーロ
スト）

液面反射が弱すぎ

る。

可能性のあ る原因 ：

• 投入 / 払出中のた

め液面が荒れてい

る

• 攪拌器が動作中

• 気泡

" ﾊｲ " ；

はい 



1. アプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ータ

(002)、 (003)、 (004) をチェ ッ クす

る

2. 取付け位置を最適化する （→ 80

ページ）

3. 必要な ら、 よ り 適し た取付位置か

つ / またはよ り 大きいアンテナを

選択する

100%

0% t →

100%

0% t →

100%

0% t →

100%

E 641

0% t →
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15.4 Micropilot の設置方向

角度調整器 - オプション

±1 mm と い う 最高測定性能を得るには、 Micropilot S を液面に向かって垂直に取 り 付ける よ う に
し て く ださい。 角度調整器使用する と、 アンテナの軸を最大 15° （全方向） まで傾ける こ と が
可能です。 角度調整器は、 液面に対するマイ ク ロ波位置合わせの最適化に使用し ます。 センサ
は、 パラ ボ ラ アンテナは 0.5°、 ホーンアンテナは 3° までの傾きで液面に対し て垂直に配置す
る よ う にし て く ださい。

±15°

±15°90
 °

90
 °
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機能メ ニューの索引

機能グループ
00 = " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  15
01 = ” ｱﾝｾﾞﾝ ｾｯﾃｲ ” ； 安全設定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  25
04 = " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ " ； リ ニア ラ イゼーシ ョ ン  . . . . . . . .  39
05 = " ｶｸﾁｮｳ ｾｯﾃｲ " ； 拡張設定 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  46
06 = " ｼｭﾂﾘｮｸ " ； 出力 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  51
09 = " ﾋｮｳｼﾞﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ ” ； 表示デ ィ スプレ イ  . . . . . . . . . . .  58
0A = " ｼﾝﾀﾞﾝ " ； 診断 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  61
0C = " ｼｽﾃﾑ ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ " ； システムパラ メ ーター . . . . . . .  68
0E = " ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ " ； 反射波形  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  55

機能
000 = " ｿｸﾃｲﾁ " ； 測定値 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  15
002 = " ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ " ； タ ン ク形状  . . . . . . . . . . . . . . . . .  15
003 = " ｿｸﾃｲﾌﾞﾂ ﾄｸｾｲ " ； 測定物特性  . . . . . . . . . . . . . . .  16
004 = " ﾌﾟﾛｾｽ ｺﾝﾃﾞｼｮﾝ " ； プロセス コ ンデシ ョ ン. . . . . . .  17
005 = " ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ； 空 （0 %） 調整  . . . . . . . . . . . . . . . .  18
006 = " ﾏﾝﾀﾝ ﾁｮｳｾｲ " ； 満タ ン （スパン） 調整  . . . . . . . .  19
007 = " ﾊﾟｲﾌﾟ ﾁｮｯｹｲ " ； パイプ直径 . . . . . . . . . . . . . . . . .  20
008 = " ｷｮﾘ / ｿｸﾃｲﾁ " ； 距離 / 測定値 . . . . . . . . . . . . . . .  23
009 = " ｾｯﾃｲﾁ " ； 設定値 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  23
010 = " ｱﾗｰﾑｼﾞ ﾉ ｼｭﾂﾘｮｸ " ； ア ラーム時の出力 . . . . . . . .  25
012 = " ﾊﾝｼｬﾅｼｼﾞﾉｼｭﾂﾘｮｸ " ； 反射無し時の出力 . . . . . . .  27
013 = " ｺｳﾊﾞｲ % ｽﾊﾟﾝ /min" ； 勾配 % スパン / 分 . . . . . . . .  28
014 = " ﾁｴﾝｼﾞｶﾝ " ； 遅延時間 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  28
015 = " ｱﾝｾﾞﾝｷｮﾘ " ； 安全距離  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  29
016 = " ｱﾝｾﾞﾝ ｷｮﾘ ﾅｲ " ； 安全距離内. . . . . . . . . . . . . . . .  30
017 = " ｱﾗｰﾑﾉｼｮｳﾆﾝ " ； ア ラームの承認 . . . . . . . . . . . . .  31
018 = " ｱﾌﾚ ﾎﾞｳｼ " ； あふれ防止 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  31
030 = " ｹﾝｼｬｸﾃｰﾌﾞﾙﾉｼﾞｮｳﾀｲ " ； 検尺テーブルの状態 . . . .  33
033 = " ｹﾝｼｬｸﾃｰﾌﾞﾙﾓｰﾄﾞ " ； 検尺テーブルモード  . . . . . .  33
034 = " ｹﾝｼｬｸﾃｰﾌﾞﾙ " ； 検尺テーブル. . . . . . . . . . . . . . .  36
036 = " ﾋｮｳｼﾞｿｳｻ " ； 表示操作. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  37
037 = " ﾎﾟｲﾝﾄﾉﾎｿﾞﾝ " ； ポイ ン ト の保存 . . . . . . . . . . . . . .  36
038 = " ﾂｷﾞﾉﾎﾟｲﾝﾄｦﾂｲｶ " ； 次のポイ ン ト を追加 . . . . . . . .  36
039 = " ｻｸｼﾞｮｿｳｻ " ； 削除操作  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  38
040 = " ﾚﾍﾞﾙ / ｱﾚｰｼﾞ " ； レベル／アレージ . . . . . . . . . . .  39
041 = " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ " ； リ ニア ラ イゼーシ ョ ン  . . . . . . .  40
042 = " ﾕｰｻﾞｰ ﾀﾝｲ " ； ユーザー単位 . . . . . . . . . . . . . . . .  43
043 = " ﾃｰﾌﾞﾙ " ； テーブル No. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  44
044 = " ﾚﾍﾞﾙ " ； レベル入力 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  44
045 = " ﾖｳﾘｮｳ " ； 容量入力 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  45
046 = "max. ｽｹｰﾙ " ； 最大スケール. . . . . . . . . . . . . . . . .  45
047 = " ﾖｳｷ ﾁｮｯｹｲ " ； 容器直径  . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  45
050 = " ｾﾝﾀｸ " ； 選択. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  46
051 = " ｷｮﾘ ｶｸﾆﾝ " ； 距離確認  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  46

052 = " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ " ； マ ッ ピングレ ンジ . . . . . . . . . . . .  47
053 = " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ｶｲｼ " ； マ ッ ピング開始  . . . . . . . . . . . . .  47
054 = " ｹﾞﾝ ﾏｯﾌﾟ ｷｮﾘ " ； 現マ ッ プ距離 . . . . . . . . . . . . . . .  48
055 = " ｶｽﾀﾏｰﾀﾝｸﾏｯﾌﾟ " ； カ ス タマータ ン ク マ ッ プ. . . . .  48
056 = " ﾊﾝｼｬ ｷｮｳﾄﾞ " ； 反射強度 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  49
057 = " ｵﾌｾｯﾄ " ； オフセ ッ ト . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  49
058 = " ｼｭﾂﾘｮｸ ｾｷﾌﾞﾝ " ； 出力積分 . . . . . . . . . . . . . . . . .  50
059 = " ﾌｶﾝﾁｷｮﾘ " ； 不感知距離 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  50
0C9 = " ｼﾝﾁｮｳｱﾝﾃﾅ " ； 伸長アンテナ . . . . . . . . . . . . . . .  49
060 = " ﾂｳｼﾝｱﾄﾞﾚｽ " ； 通信ア ド レ ス . . . . . . . . . . . . . . . .  51
061 = " ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ No." ； プ リ アンブル No. . . . . . . . . . . . .  51
062 = " ｼｭﾂﾘｮｸﾁ ﾉ ｼｷｲ " ； 出力の下限  . . . . . . . . . . . . . .  51
063 = " ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ " ； 電流出力モード . . . . . . . . .  52
064 = " ｺﾃｲﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ " ； 固定電流出力値  . . . . . . . . . . . . .  52
065 = " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン . . . . . . . . . . . . .  53
066 = " ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾁ " ； シ ミ ュ レーシ ョ ン値 . . . . . . . . . .  53
067 = " ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ ﾁ " ； 電流出力値 . . . . . . . . . . . . .  53
068 = "4mA ﾁ " ； 4mA 値  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  54
069 = "20mA ﾁ " ； 20mA 値 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  54
092 = " ｹﾞﾝｺﾞ " ； 言語 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  58
093 = " ﾎｰﾑ ﾍ ﾓﾄﾞﾙ " ； ホームへ戻る  . . . . . . . . . . . . . . .  58
094 = " ﾋｮｳｼﾞ ｹｲｼｷ " ； 表示形式 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  59
095 = " ｼｮｳｽｳﾃﾝ ｲｶ ﾉ ｹﾀ " ； 小数点以下の桁  . . . . . . . . .  59
096 = " ｼｮｳｽｳﾃﾝﾉｷｬﾗｸﾀｰ " ； 小数点のキ ャ ラ ク ター . . . .  59
097 = " ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ ﾃｽﾄ " ； デ ィ スプレ イ テス ト  . . . . . . . . .  60
0A0 = " ｹﾞﾝｻﾞｲ ﾉ ｴﾗｰ " ； 現在のエラー . . . . . . . . . . . . . .  62
0A1 = " ｾﾞﾝｶｲ ﾉ ｴﾗｰ " ； 前回のエラー  . . . . . . . . . . . . . .  62
0A2 = " ｾﾞﾝｶｲﾉｴﾗｰﾉ ｼｮｳｷｮ " ； 前回のエラーの消去. . . . .  62
0A3 = " ﾘｾｯﾄ " ； リ セ ッ ト . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  63
0A4 = " ﾛｯｸｶｲｼﾞｮ ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ " ； ロ ッ ク解除パラ メ ーター . .  64
0A5 = " ｿｸﾃｲ ｷｮﾘ " ； 測定距離 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  65
0A6 = " ｿｸﾃｲ ﾚﾍﾞﾙ " ； 測定レベル. . . . . . . . . . . . . . . . . .  66
0A7 = " ｹﾝｼｭﾂｳｨﾝﾄﾞｳ " ； 検出ウ ィ ン ド ウ  . . . . . . . . . . . .  66
0A8 = " ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ " ； 

アプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ーター  . . . . . . . . . . . . . .  67
0C0 = " ﾀｸﾞ no." ； タ グ No. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  68
0C2 = " ﾌﾟﾛﾄｺﾙ +sw-no." ； プロ ト コル +SW-No. . . . . . . . .  68
0C3 = " ｿﾌﾄｳｪｱﾊﾞﾝｺﾞｳ " ； ソ フ ト ウ ェ ア番号  . . . . . . . . . .  68
0C4 = " ｼﾘｱﾙ no." ； シ リ アル No  . . . . . . . . . . . . . . . . . .  68
0C5 = " ｷｮﾘ ﾀﾝｲ " ； 距離単位 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  69
0C8 = " ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ ﾓｰﾄﾞ " ； ダウ ン ロード モード. . . . . . . . .  69
0E1 = " ﾌﾟﾛｯﾄ ｾｯﾃｲ " ； プロ ッ ト 設定  . . . . . . . . . . . . . . .  55
0E2 = " ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ ﾖﾐｺﾐ " ； 反射波形読み込み . . . . . . . . .  55
0E3 = " ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ ﾋｮｳｼﾞ " ； 反射波形表示. . . . . . . . . . . .  56
0D0 = " ｻｰﾋﾞｽ ﾚﾍﾞﾙ " ； サービ ス レベル. . . . . . . . . . . . . .  70



www.addresses.endress.com


	Micropilot S FMR540
	"ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ"；基本設定
	目次
	1 使用上の注意
	1.1 目次を使用して、機能の説明箇所を見つける
	1.2 機能メニュー図を使用して、機能の説明箇所を見つける
	1.3 機能メニューのインデックスを使用して、機能の説明箇所を見 つける
	1.4 操作メニューの構成
	1.5 ディスプレイと操作キー
	1.6 設定

	2 機能メニュー Micropilot S
	3 機能グループ ""ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ"；基本設定" (00)
	3.1 機能 ""ｿｸﾃｲﾁ"；測定値" (000)
	3.2 機能""ﾀﾝｸ ｹｲｼﾞｮｳ"；タンク形状" (002)
	3.3 機能""ｿｸﾃｲﾌﾞﾂ ﾄｸｾｲ"；測定物特性" (003)
	3.4 機能""ﾌﾟﾛｾｽ ｺﾝﾃﾞｼｮﾝ"；プロセスコンデション" (004)
	3.5 機能 ""ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ"；空（0%）調整 "(005)
	3.6 機能 ""ﾏﾝﾀﾝ ﾁｮｳｾｲ"；満タン（スパン）調整" (006)
	3.7 機能""ﾊﾟｲﾌﾟ ﾁｮｯｹｲ"；パイプ直径" (007)
	3.8 表示""ｷｮﾘ / ｿｸﾃｲﾁ"；距離/ 測定値"（008）
	3.9 機能 ""ｷｮﾘ ｶｸﾆﾝ"；距離確認" (051)
	3.10 機能 ""ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ"；マッピングレンジ" (052)
	3.11 機能""ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ｶｲｼ"；マッピング開始 "(053)
	3.12 表示""ｷｮﾘ / ｿｸﾃｲﾁ"；距離/ 測定値"（008）
	3.13 機能 ""ｾｯﾃｲﾁ"；設定値"（009）

	4 機能グループ ""ｱﾝｾﾞﾝ ｾｯﾃｲ"；安全設定" (01)
	4.1 機能 ""ｱﾗｰﾑｼﾞ ﾉ ｼｭﾂﾘｮｸ"；アラーム時の出力" (010)
	4.2 機能 ""ﾊﾝｼｬﾅｼｼﾞﾉｼｭﾂﾘｮｸ"；反射無し時の出力" (012)
	4.3 機能 ""ｺｳﾊﾞｲ %ｽﾊﾟﾝ/min"；勾配%スパン/分" (013)
	4.4 機能 ""ﾁｴﾝｼﾞｶﾝ"；遅延時間" (014)
	4.5 機能 ""ｱﾝｾﾞﾝ ｷｮﾘ"；安全距離" (015)
	4.6 機能 ""ｱﾝｾﾞﾝ ｷｮﾘ ﾅｲ"；安全距離内" (016)
	4.7 機能 ""ｱﾗｰﾑﾉｼｮｳﾆﾝ"；アラームの承認" (017)
	4.8 機能 ""ｱﾌﾚ ﾎﾞｳｼ"；あふれ防止" (018)

	5 機能グループ""ｹﾝｼｬｸﾃｰﾌﾞﾙ"；検尺テーブル"（03）
	5.1 機能""ｹﾝｼｬｸﾃｰﾌﾞﾙﾉｼﾞｮｳﾀｲ"；検尺テーブルの状態"（030）
	5.2 機能""ｹﾝｼｬｸﾃｰﾌﾞﾙﾓｰﾄﾞ"；検尺テーブルモード"（031）
	5.3 機能""ｹﾝｼｬｸﾃｰﾌﾞﾙ"；検尺テーブル"（034）
	5.4 機能""ﾎﾟｲﾝﾄﾉﾎｿﾞﾝ"；ポイントの保存"（037）
	5.5 機能 ""ﾂｷﾞﾉﾎﾟｲﾝﾄｦﾂｲｶ"；次のポイントを追加"（038）
	5.6 機能""ﾋｮｳｼﾞｿｳｻ"；表示操作"（036）
	5.7 機能""ｻｸｼﾞｮｿｳｻ"；削除操作"（039）

	6 機能グループ ""ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ"；リニアライゼーショ ン" (04)
	6.1 機能 ""ﾚﾍﾞﾙ/ｱﾚｰｼﾞ"；レベル／アレージ" (040)
	6.2 機能 ""ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ"；リニアライゼーション" (041)
	6.3 機能""ﾕｰｻﾞｰ ﾀﾝｲ"；ユーザー単位" (042)
	6.4 機能""ﾃｰﾌﾞﾙ"；テーブル No." (043)
	6.5 機能""ﾚﾍﾞﾙ"；レベル入力" (044)
	6.6 機能""ﾖｳﾘｮｳ"；容量入力" (045)
	6.7 機能""max. ｽｹｰﾙ"；最大スケール" (046)
	6.8 機能""ﾖｳｷ ﾁｮｯｹｲ"；容器直径" (047)

	7 機能グループ""ｶｸﾁｮｳ ｾｯﾃｲ"；拡張設定" (05)
	7.1 機能""ｾﾝﾀｸ"；選択" (050)
	7.2 機能 ""ｷｮﾘ ｶｸﾆﾝ"；距離確認 "(051)
	7.3 機能 ""ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ"；マッピングレンジ" (052)
	7.4 機能 ""ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ｶｲｼ"；マッピング開始" (053)
	7.5 機能""ｹﾞﾝ ﾏｯﾌﾟ ｷｮﾘ"；現マップ距離" (054)
	7.6 機能""ｶｽﾀﾏｰﾀﾝｸﾏｯﾌﾟ"；カスタマータンクマップ" (055)
	7.7 機能""ﾊﾝｼｬ ｷｮｳﾄﾞ"；反射強度" (056)
	7.8 機能 ""ｵﾌｾｯﾄ"；オフセット" (057)
	7.9 機能 ""ｼﾝﾁｮｳ ｱﾝﾃﾅ"；伸長アンテナ" (0C9)
	7.10 機能""ｼｭﾂﾘｮｸ ｾｷﾌﾞﾝ"；出力積分" (058)
	7.11 機能 ""ﾌｶﾝﾁｷｮﾘ"；不感知距離" (059)

	8 機能グループ""ｼｭﾂﾘｮｸ"；出力"（06）
	8.1 機能""ﾂｳｼﾝｱﾄﾞﾚｽ"；通信アドレス"（060）
	8.2 機能""ﾌﾟﾘｱﾝﾌﾞﾙ No."；プリアンブル No."（061）
	8.3 機能""ｼｭﾂﾘｮｸﾁ ﾉ ｼｷｲ"；出力の下限"（062）
	8.4 機能""ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ"；電流出力モード"（063）
	8.5 機能""ｺﾃｲﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ"；固定電流出力値"（064）
	8.6 機能""ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ"；シミュレーション" (065)
	8.7 機能""ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ﾁ"；シミュレーション値" (066)
	8.8 機能""ﾃﾞﾝﾘｭｳ ｼｭﾂﾘｮｸ ﾁ"；電流出力値"（067）
	8.9 機能""4mA ﾁ"；4mA 値"（068）
	8.10 機能""20mA ﾁ"；20mA 値"（069）

	9 機能グループ""ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ"；反射波形" (0E)
	9.1 機能""ﾌﾟﾛｯﾄｾｯﾃｲ" ； プロット設定" (0E1)
	9.2 機能""ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ ﾖﾐｺﾐ"；反射波形の読み込み" (0E2)
	9.3 機能""ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ ﾋｮｳｼﾞ"；反射波形表示"（E3）

	10 機能グループ""ﾋｮｳｼﾞﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ”；表示ディスプレイ" (09)
	10.1 機能""ｹﾞﾝｺﾞ"；言語" (092)
	10.2 機能""ﾎｰﾑ ﾍ ﾓﾄﾞﾙ"；ホームへ戻る" (093)
	10.3 機能""ﾋｮｳｼﾞ ｹｲｼｷ"；表示形式" (094)
	10.4 機能"" ｼｮｳｽｳﾃﾝ ｲｶ ﾉ ｹﾀ"；小数点以下の桁" (095)
	10.5 機能""ｼｮｳｽｳﾃﾝﾉｷｬﾗｸﾀｰ"；小数点のキャラクター" (096)
	10.6 機能""ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ ﾃｽﾄ"；ディスプレイテスト" (097)

	11 機能グループ""ｼﾝﾀﾞﾝ"；診断" (0A)
	11.1 機能""ｹﾞﾝｻﾞｲ ﾉ ｴﾗｰ"；現在のエラー" (0A0)
	11.2 機能""ｾﾞﾝｶｲ ﾉ ｴﾗｰ"；前回のエラー" (0A1)
	11.3 機能""ｾﾞﾝｶｲﾉｴﾗｰﾉ ｼｮｳｷｮ"；前回のエラーの消去" (0A2)
	11.4 機能""ﾘｾｯﾄ"；リセット" (0A3)
	11.5 機能""ﾛｯｸ ｶｲｼﾞｮ ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ"；ロック解除パラメーター" (0A4)
	11.6 機能""ｿｸﾃｲ ｷｮﾘ"；測定距離" (0A5)
	11.7 機能""ｿｸﾃｲ ﾚﾍﾞﾙ"；測定レベル" (0A6)
	11.8 機能""ｹﾝｼｭﾂｳｨﾝﾄﾞｳ"；検出ウィンドウ" (0A7)
	11.9 機能""ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ"；アプリケーションパラメーター" (0A8)
	11.10 機能""ﾎｾﾞｲﾓｰﾄﾞ"；保税モード"（0A9）

	12 機能グループ""ｼｽﾃﾑ ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ"；システムパラメー ター" (0C)
	12.1 機能""ﾀｸﾞ no."；タグNo," (0C0)
	12.2 機能""ﾌﾟﾛﾄｺﾙ+sw-no."；プロトコル+SW-No"（0C2）
	12.3 機能""ｿﾌﾄｳｪｱﾊﾞﾝｺﾞｳ"；ソフトウェア番号" (0C3)
	12.4 機能""ｼﾘｱﾙ NO."；シリアルNo." (0C4)
	12.5 機能""ｷｮﾘ ﾀﾝｲ"；距離単位" (0C5)
	12.6 機能""ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ ﾓｰﾄﾞ"；ダウンロードモード" (0C8)

	13 機能グループ""ｻｰﾋﾞｽ"；サービス" (0D)
	13.1 ソフトウェアの履歴

	14 反射波形
	15.1 トラブルシューティングの手順
	15.2 システムエラーメッセージ
	15.3 アプリケーションエラー
	15.4 Micropilot の設置方向

	機能メニューの索引


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


